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仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
と
編
集

石
井
　
修
道

一
　
は
じ
め
に 
―
― 

発
表
の
機
縁

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
六
日
に
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
方
学
院
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ラ
ー
ル
（Frédéric Girard

）
先
生
か

ら
、
パ
リ
で
講
演
を
し
て
み
な
い
か
と
メ
ー
ル
で
お
誘
い
を
受
け
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
魅
力
を
感
じ
た
も
の
の
、
個
人
的
な
言
語
能
力
の
問
題
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
発
表
資
料
の
準
備
の
こ
と
で
躊
躇
し
た
。
連
絡

を
密
に
す
る
内
に
、
日
本
語
で
発
表
可
能
で
、
ジ
ラ
ー
ル
先
生
が
要
点
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
解
説
し
て
下
さ
る
と
の
こ
と
で
話

は
進
ん
だ
。
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
小
早
川
浩
大
氏
に
も
同
行
の
声
を
か
け
、
講
演
を
含
め
て
、
パ
リ
に
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
国
際
布
教
総
監
部
（
佐
々
木
悠
嶂
総
監
）
の
職
員
の
輝
元
泰
文
氏
に
お
世
話
し
て
い
た
だ
き
、
パ
リ
の
観
光
も
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ジ
ラ
ー
ル
先
生
の
お
宅
に
も
招
待
さ
れ
て
、
奥
様
の
手
料
理
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。
中
で
も
、

弟
子
丸
泰
仙
師
が
一
九
六
七
年
に
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
か
ら
、
二
〇
一
七
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
布
教
五
〇
年

に
当
り
、
記
念
行
事
が
五
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
行
事
を
終
え
た
日
程
で
、
輝
元
氏
と
共
に
フ
ラ
ン
ス
中
部
の
ブ
ロ

ワ
近
郊
に
あ
る
禅
道
尼
苑
を
訪
ね
、
弟
子
丸
泰
仙
師
の
墓
に
詣
で
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
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講
演
は
六
月
一
二
日
に
パ
リ
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
内
の
高
等
学
院
歴
史
学
文
献
学
部
の
一
室
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
聴
講

者
は
一
二
、三
名
で
あ
っ
た
。
午
前
一
〇
時
か
ら
三
時
間
近
く
講
演
を
し
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
更
に
二
時
間
以
上
、
談
話
が

続
い
た
。

講
演
内
容
は
ジ
ラ
ー
ル
先
生
か
ら
は
私
の
駒
澤
大
学
の
最
終
講
義
の
ま
と
め
で
よ
い
の
で
は
と
言
わ
れ
た
。
ジ
ラ
ー
ル
先

生
は
二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日
の
最
終
講
義
を
聴
い
て
い
た
だ
い
た
上
に
、
懇
親
会
で
は
過
分
の
高
評
を
し
て
下
さ
っ
た
こ

と
も
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
た
。
た
だ
、
既
に
そ
の
内
容
は
公
表
済
み
で
あ
っ
た
。

① 

石
井
修
道
「〈
退
任
記
念
講
演
〉
中
国
禅
と
道
元
禅
―
そ
の
連
続
面
と
非
連
続
面
と
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学

部
論
集
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）

渡
仏
の
話
が
進
行
し
て
い
る
内
に
、
道
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
の
『
宝
慶
記
』
の
研
究
で
あ
る
ジ
ラ
ー
ル
先
生
の

七
五
〇
頁
に
も
上
る
『Les dialogues de D

ōgen en Chine

』（Rayon H
istoire de la Librairie D

roz, 2016

）
が
送
ら

れ
て
き
た
（
残
念
な
が
ら
私
に
は
充
分
に
は
読
み
こ
な
せ
な
い
が
）。
同
時
に
、
二
〇
一
六
年
四
月
二
日
の
シ
ア
ト
ル
で
開
催

さ
れ
た
Ａ
Ａ
Ｓ
（A

ssociation for A
sian Studies

）
の
学
術
大
会
と
同
時
開
催
の
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｒ
（Society for the Study of 

Japanese Religions

）
に
お
い
て
、
若
山
悠
光
氏
と
二
人
で
行
っ
た
学
会
発
表
も
『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
二
八
号

（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
に
活
字
化
で
き
た
。

② 

若
山
悠
光
「T

he Form
ation of K

ana Shōbō genzō

― T
racing back Beppon

（D
raft edition

）Shinfukatoku

（
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
―
別
本
『
心
不
可
得
』
を
手
が
か
り
と
し
て
―
）」

③ 

石
井
修
道
「O

n the O
rigins of K

ana

“Shōbōgenzō
”（
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
は
い
つ
成
立
し
た
か
）」

こ
れ
ら
は
英
文
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
聴
講
者
に
抜
き
刷
り
を
配
布
し
、
む
し
ろ
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
研
究
に

絞
っ
て
成
果
を
更
に
ま
と
め
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
講
演
資
料
を
作
成
し
た
。
因
み
に
、
若
山
悠
光
氏
の
Ｓ
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Ｓ
Ｊ
Ｒ
の
発
表
と
同
時
進
行
し
て
い
た
別
本
三
部
作
は
、
今
回
の
発
表
と
密
接
に
関
連
し
、
し
か
も
そ
の
成
果
は
こ
の
分
野

で
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
そ
の
成
果
も
取
り
入
れ
な
が
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。

㈠
「
別
本
『
心
不
可
得
』
の
課
題
―
『
心
不
可
得
』
と
『
他
心
通
』
へ
の
再
治
に
つ
い
て
―
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年

報
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
五
年
）
及
び
「『
永
平
広
録
』
巻
一
、
第
一
七
上
堂
考
―
別
本
『
心
不
可
得
』、『
他
心
通
』
と
関

連
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
四
巻
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
）

㈡
「
別
本
『
仏
向
上
事
』
の
性
格
―
『
永
平
広
録
』
巻
八
法
語
一
一
と
関
連
し
て
―
」（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研

究
会
年
報
』
第
四
九
号
、
二
〇
一
六
年
）
及
び
「
別
本
『
仏
向
上
事
』
考
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要

（
第
一
七
回
）』
二
〇
一
六
年
）

㈢
「『
正
法
眼
蔵
』
再
治
の
諸
相
―
「
大
悟
」
巻
の
再
治
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
角
田
泰
隆
編
著
『
道
元
禅
師
研
究
に
お
け
る

諸
問
題
』
所
収
、
春
秋
社
、
二
〇
一
七
年
）

以
上
、
私
の
論
文
を
含
め
た
①
②
③
の
三
つ
の
論
文
を
中
心
に
講
演
し
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
今
回
の
論
文
で
あ

る
。講

演
に
先
が
け
て
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
研
究
に
お
け
る
二
つ
の
近
年
の
成
果
に
触
れ
て
み
た
。
第
一
は
、
私
の
研
究

成
果
を
踏
ま
え
て
、
唐
代
禅
と
宋
代
禅
の
相
違
と
、
道
元
禅
の
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究

―
中
国
曹
洞
宗
と
道
元
禅
―
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
で
、
看
話
禅
の
大
成
者
と
言
わ
れ
る
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～

一
一
六
三
）
の
禅
の
性
格
は
、「
始
覚
門
」
と
分
析
し
た
。
そ
れ
は
大
慧
宗
杲
自
身
が
四
巻
本
『
大
慧
普
説
』
巻
四
の
「
妙
心

居
士
孫
通
判
請
普
説
」
の
中
に
、
張
商
英
撰
『
注
清
浄
海
眼
経
』（
＝
『
首
楞
厳
経
』
の
補
注
刪
修
）
の
「
八
成
就
（
如
是
我

聞
一
時
仏
在
）」
の
「
仏
」
の
釈
を
引
用
し
た
次
の
よ
う
に
述
べ
る
と
こ
ろ
に
明
確
で
あ
る
。
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又
た
曰
く
、
始
覚
と
本
覚
と
合
す
る
を
之
れ
を
仏
と
謂
う
。
言

い
う
こ
こ
ろは

如い

今ま

の
始
覚
を
以
て
本
覚
と
合
す
。
往
往
に
黙
照

の
徒
、
無
言
黙
然
を
以
て
始
覚
と
為
し
、
威
音
王
那
畔
を
以
て
本
覚
と
為
す
。
固も

と

よ
り
此
の
理
に
あ
ら
ず
。
既
に
此
の

理
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
何
者
か
是
れ
覚
。
若
し
全
く
是
れ
覚
な
れ
ば
、
豈
に
更
に
迷
い
有
ら
ん
や
。
若
し
迷
い
無
し
と
謂

わ
ば
、
釈
迦
老
子
の
明
星
現
わ
る
る
時
に
お
い
て
忽
然
と
し
て
便
ち
覚
し
、
自
家
の
本
命
元
辰
の
元
来
這こ

裏こ

に
在
る
を

知し得
る
を
争い

か
ん奈

せ
ん
。
所ゆ

以え

に
言
う
、
始
覚
に
因
り
て
本
覚
に
合
す
、
と
。
禅
和
子
家
、
忽
然
と
鼻
孔
を
摸
著
す
る
は
、

便
ち
是
れ
這こ箇
の
道
理
な
り
。
然
も
此
の
事
は
人
人
分
上
に
具
足
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
。

〈
又
曰
、
始
覚
合
本
覚
之
謂
仏
。
言
以
如
今
始
覚
合
於
本
覚
。
往
往
黙
照
之
徒
、
以
無
言
黙
然
為
始
覚
、
以
威
音
王
那
畔

為
本
覚
。
固
非
此
理
。
既
非
此
理
、
何
者
是
覚
。
若
全
是
覚
、
豈
更
有
迷
。
若
謂
無
迷
、
争
奈
釈
迦
老
子
於
明
星
現
時

忽
然
便
覚
、
知
得
自
家
本
命
元
辰
元
来
在
這
裏
。
所
以
言
、
因
始
覚
而
合
本
覚
。
禅
和
子
家
、
忽
然
摸
著
鼻
孔
、
便
是

這
箇
道
理
。
然
此
事
人
人
分
上
無
不
具
足
〉（
東
洋
文
庫
本 

― 

三
丁
左
。『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
三
四
三
～
五
頁
。）

こ
れ
は
、
宋
代
禅
の
「
不
共
戴
天
の
讎か

た
き」（

西
巌
了
恵
の
語
）
と
ま
で
呼
ば
れ
る
二
大
思
潮
の
大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
と
宏
智

正
覚
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
の
黙
照
禅
の
相
違
を
述
べ
た
も
の
で
も
あ
る
。
私
は
更
に
こ
の
文
に
続
い
て
、次
の
よ
う
に

も
分
析
し
た
。

大
慧
も
「
此
事
人
人
分
上
無
不
具
足
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
原
理
と
し
て
は
本
覚
門
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
実
と
し
て
は
「
以
如
今
始
覚
合
於
本
覚
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
南
宗
禅
と
し
て
成
立
し
た
唐
代
禅
で
は
、
本
来
、

本
覚
と
始
覚
と
分
け
て
考
え
る
人
間
把
握
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
慧
は
徹
底
し
た
現
実
肯
定
を
主
張

し
た
唐
代
の
禅
と
は
異
な
る
不
徹
底
な
亜
流
の
禅
者
を
実
際
に
見
聞
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
已
む
を
得
ざ
る

0

0

0

0

0

0

立
場
に

お
い
て
時
勢
を
批
判
し
た
の
で
あ
り
、
大
慧
は
あ
え
て

0

0

0

始
覚
門
に
立
つ
の
で
あ
る
。

大
慧
禅
は
修
行
者
は
悟
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
経
験
主
義
（
＝
忽
然
摸
著
鼻
孔
）
に
基
づ
い
て
お
り
、極
め
て
主
張
は
明
確
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で
あ
る
。
釈
尊
の
成
道
を
一
般
説
に
従
っ
て
三
五
歲
と
す
る
と
、
悟
る
前
は
迷
い
で
あ
り
、
悟
り
の
経
験
以
後
を
悟
り
と
す

る
と
い
う
の
は
、
誰
で
も
が
納
得
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、「
も
と
よ
り
さ
と
り
（
本
覚
）」
の
説
は
二
つ
の
理
解

が
可
能
と
な
り
、
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
『
裴
休
拾
遺
問
』
等
を
参
考
に
す
れ
ば
、
唐
代
禅
は
大
慧
の
看
話
禅
に

対
し
て
、
本
覚
門
と
な
り
、
禅
の
表
裏
の
関
係
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
私
は
「
然
も
此
の
事
は
人
人
分
上
に
具
足
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
」
と
大
慧
が
認
め
て
い
る
こ
と
を
注
視
す

る
の
で
あ
る
。
始
覚
は
本
覚
を
前
提
と
し
、
始
覚
門
と
本
覚
門
と
は
表
裏
で
あ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
主

張
を
参
考
に
し
て
、
従
来 

、
し
ば
し
ば
次
の
よ
う
に
図
式
化
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
宋
代
禅
に
お
け
る
看
話
禅
の
悟
り
の
過

程
の
構
造
を
、
本
覚
→
不
覚
→
始
覚
→
本
覚
と
し
て
み
た
。

唐
代
禅
（
→
黙
照
禅
） 

徹
底
的
自
己
肯
定
（
本
覚
肯
定
）
＝
絶
対
的
自
己
肯
定
（
本
覚
現
成
）

看
話
禅 

相
対
的
自
己
肯
定
（
不
覚
）
→
否
定
（
始
覚
）
→
絶
対
的
自
己
肯
定
（
本
覚
回
帰
）

そ
れ
で
は
道
元
禅
は
ど
う
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
同
書
に
お
い
て
、
禅
の
歴
史
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
禅
の
修

証
観
を
三
つ
に
要
約
し
た
の
で
あ
る
。

Ａ 

本
来
ほ
と
け
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
（
行
住
坐
臥
）
は
す
べ
て
さ
と
り
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

Ｂ 

本
来
ほ
と
け
で
あ
る
か
ら
こ
そ
坐
禅
が
必
要
で
あ
る
。
坐
禅
の
と
き
に
さ
と
り
が
あ
ら
わ
れ
る
。

Ｃ 

本
来
ほ
と
け
で
あ
る
が
（
理
と
し
て
）、
現
実
は
迷
っ
て
い
る
の
で
（
事
と
し
て
）、
さ
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。（
同
書

三
八
二
頁
）
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Ａ
は
中
国
唐
代
の
禅
の
特
色
で
あ
る
。
臨
済
義
玄
は
『
臨
済
録
』
で
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

道
流
、
仏
法
は
用ゆ

う
 
く功

の
処
無
し
。
祇
だ
是
れ
平
常
無
事
、
屙あ

屎し

送そ
う

尿に
ょ
う、

著
衣
喫
飯
、
困こ

ん

じ
来
た
れ
ば
即
ち
臥
す
。
愚
人

は
我
を
笑
う
、
智
は
乃
ち
焉こ

れ

を
知
る
。
古
人
云
く
、「
外
に
向
か
っ
て
功
夫
を
作
す
、
総
に
是
れ
痴
頑
の
漢
」
と
。
你
、

且
ら
く
随
処
に
主
と
作
れ
ば
、
立
処
皆
な
真
な
り
。
境
来
た
れ
ど
も
回え

換か
ん

す
る
こ
と
を
得
ず
。（
柳
田
聖
山
『
臨
済
録
』

九
六
頁
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
二
年
一
一
月
）

　

大
慧
が
本
覚
と
始
覚
に
分
け
た
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
Ａ
・
Ｂ
は
本
覚
門
に
属
し
、
Ｃ
は
始
覚
門
に
属
す
。
大
慧
は
已
む
0

0

を
得
ざ
る

0

0

0

0

理
由
に
よ
り
Ｃ
に
立
つ
。
Ｂ
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
道
元
禅
の
特
色
で
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
は
微
妙
な
違
い
で
は

あ
る
が
、
宏
智
の
禅
は
Ａ
の
中
国
禅
に
傾
き
、
積
極
的
な
Ｂ
の
主
張
を
な
し
え
な
か
っ
た
。
Ａ
は
自
己
肯
定
が
徹
底
し

て
い
る
間
は
、
唐
代
禅
と
し
て
特
色
を
保
ち
え
た
。
し
か
し
、
宋
代
に
は
Ａ
の
誤
っ
た
禅
と
し
て
、
無
事
禅
だ
お
れ
の

禅
に
陥
っ
た
。
Ｃ
は
誤
っ
た
Ａ
を
救
う
に
あ
っ
た
。
宏
智
の
禅
は
Ｂ
の
特
色
を
も
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
集
団
は
、
誤
っ

た
Ａ
の
禅
と
同
じ
流
れ
に
属
し
た
。
大
慧
が
黙
照
邪
禅
と
言
う
理
由
も
、
悪
し
き
Ａ
の
禅
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
道
元

禅
は
、
Ａ
と
Ｃ
が
対
立
す
る
か
ぎ
り
、
Ａ
の
流
れ
の
誤
り
の
克
服
が
必
要
で
あ
っ
て
、
徹
底
し
た
Ｂ
を
強
調
し
た
。
Ｂ

と
Ｃ
と
は
異
な
る
立
場
を
と
り
な
が
ら
も
、
も
は
や
Ｃ
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
Ａ
の
陥
り
や
す
い
危
険
性
を
克
服
し
た
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
Ａ
と
Ｃ
は
、
並
列
の
関
係
で
な
い
独
自
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
道
元
の
眼
に
映
じ
た
も
の

は
、
Ａ
の
悪
し
き
流
れ
で
あ
り
、
Ａ
と
Ｃ
の
対
立
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
悪
し
き
Ａ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、

Ｂ
も
Ｃ
も
同
じ
で
あ
る
が
、
Ｂ
と
Ｃ
は
修
証
観
が
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
如
浄
が
Ｃ
で
あ
っ
た
の
も
、
悪
し
き
Ａ
を
克

服
す
る
点
で
、
大
慧
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
Ｃ
に
立
脚
し
て
Ｂ
の
要
素
を
黙
照
禅
の
系
譜
と
し
て
も
っ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
道
元
は
Ｃ
の
み
大
勢
を
占
め
て
い
た
中
に
あ
っ
て
、
修
行
の
必
要
性
を
強
調
す
る
如
浄
が
、
Ａ
・
Ｂ
を

含
み
得
て
い
た
が
ゆ
え
に
師
資
契
合
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
如
浄
の
身
体
を
通
し
て
の
思
想
で
あ
り
、
道
元
は
宗
教
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的
人
格
を
如
浄
の
上
に
見
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
道
元
が
自
然
外
道
に
類
似
す
る
天
台
本
覚
法
門
へ
の
疑
滞
を
持
っ
た

の
に
対
し
て
、
如
浄
は
禅
宗
内
の
さ
と
り
に
安
住
す
る
坐
の
克
服
に
あ
っ
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
日
本
仏
教
の
課
題
に
お

け
る
道
元
の
疑
滞
の
深
さ
は
如
浄
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。（
同
書
三
八
二
～
三
八
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
は
唐
代
禅
、
Ｃ
は
宋
代
の
看
話
禅
、
そ
し
て
、
Ｂ
を
道
元
禅
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
私
の
結
論
は
基

本
的
に
は
今
日
ま
で
変
わ
ら
ず
に
到
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｂ
と
Ａ
と
の
相
違
は
修
証
論
の
相
違
で
あ
り
、
中
国
禅
の
思
想

史
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
Ａ
・
Ｃ
こ
そ
禅
思
想
の
特
色
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
道
元
禅
を
考
え
る
場
合
、
公
案
禅
と
看
話
禅
と
は
同
義
語
と
考
え
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
小

川
隆
氏
の
『
禅
思
想
史
講
義
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
）
は
最
も
参
考
に
な
る
の
で
、
そ
の
著
を
抜
萃
し
て
引
用
し
て
み
よ

う
。　

（
宋
代
は
）
禅
門
共
有
の
古
典
と
し
て
収
集
・
選
択
さ
れ
た
先
人
の
問
答
の
記
録
で
あ
る
「
公
案
」、
そ
れ
を
所
与
の

教
材
と
し
て
参
究
す
る
こ
と
が
修
行
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。「
公
案
」
の
参
究
の
方
法
は
、
大
ま
か
に
「
文

字
禅
」
と
「
看
話
禅
」
の
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
文
字
禅
」
は
、
公
案
の
批
評
や
再
解
釈
を
通
し

て
禅
理
を
闡せ

ん

明め
い

し
よ
う
と
す
る
も
の
。（『
碧
巌
録
』
は
「
文
字
禅
」
の
精
華
と
称
す
べ
き
書
物
で
す
。）
い
っ
ぽ
う
、「
看
話

禅
」
は
、
特
定
の
一
つ
の
公
案
に
全
身
全
霊
を
集
中
さ
せ
、
そ
の
限
界
点
で
心
の
激
発
・
大
破
を
お
こ
し
て
決
定
的
な

大
悟
の
実
体
験
に
到
ろ
う
と
す
る
方
法
で
す
。
そ
の
際
、
最
も
重
視
さ
れ
多
用
さ
れ
た
公
案
が
「
趙
州
無
字
」
の
話わ

で

し
た
。

　
「
公
案
禅
」
と
い
う
呼
称
が
こ
れ
ま
で
広
狭
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
使
わ
れ
、
混
乱
の
も
と
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と

く
に
「
公
案
禅
」
と
「
看
話
禅
」
を
不
用
意
に
同
義
語
と
し
て
用
い
て
き
た
こ
と
が
、
話
を
や
や
こ
し
く
し
て
い
ま
す
。

「
只
管
打
坐
」
と
い
い
な
が
ら
道
元
も
公
案
を
用
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。
と
か
、公
案
に
反
対
し
て
い
た
道
元
に
公
案
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集
の
著
作
が
あ
る
の
は
ナ
ゼ
か
、
と
か
…
…
。
し
か
し
、「
公
案
禅
」
は
「
公
案
」
を
扱
う
禅
の
総
称
、「
文
字
禅
」
と

「
看
話
禅
」
は
そ
の
下
位
区
分
、
と
整
理
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
う
い
う
問
い
の
お
か
し
さ
が
解
り
ま
す
。
道
元
が
反
対
し

て
い
た
の
は
「
看
話
禅
」
で
あ
っ
て
、「
公
案
禅
」
一
般
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
著
『
正
法
眼
蔵
』
は
、「
看
話
禅
」
に

反
対
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
、
和
文
に
よ
る
新
種
の
「
文
字
禅
」
を
展
開
し
た
も
の
と
看
る
べ
き
で
し
ょ
う
。（
同
書
一
一

七
～
一
一
九
頁
）

「
公
案
禅
」
と
「
看
話
禅
」
の
混
乱
を
正
し
た
見
事
な
「
公
案
禅
」
の
解
説
だ
と
私
に
は
思
わ
れ
、
こ
の
論
文
を
進
め
る
上

で
重
要
な
視
点
と
な
る
こ
と
間
違
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、『
正
法
眼
蔵
』
を
「
文
字
禅
」
の
語
で
表
現
す
る
こ
と

に
反
対
す
る
人
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
要
は
小
川
隆
氏
に
よ
っ
て
禅
思
想
史
の
解
明
に
有
意
義
な
整
理
が
な
さ
れ

た
こ
と
を
重
要
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
二
点
を
前
提
と
し
て
、『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
と
編
集
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二
　
漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ 
―
― 

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
性
格
（
そ
の
一
）
―
― 「
庵
主
渓
深
柄
長
」
話

道
元
の
代
表
的
な
著
述
が
、『
正
法
眼
蔵
』
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
『
正
法
眼
蔵
』
は
和
文
で

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、道
元
の
著
述
と
し
て
、今
一
つ
漢
字
で
書
か
れ
た
『
正
法
眼

蔵
』
が
道
元
の
研
究
上
で
注
目
を
あ
つ
め
て
き
た
。
共
に
『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
で
あ
る
か
ら
、
前
者
を
仮け

字じ

（
仮か

名な

）『
正

法
眼
蔵
』（
従
来
よ
り
私
の
論
文
で
は
仮
名
を
使
用
）
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
区
別
し
て
後
者
を
真し

ん

字じ

（
真ま

名な

）『
正
法
眼
蔵
』

（
従
来
よ
り
私
の
論
文
で
は
真
字
を
使
用
）
と
呼
ん
で
い
る
。
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
著
作
は
、
古
く
か
ら
『
正
法
眼
蔵
三
百
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則
』
と
か
『
三
百
則
正
法
眼
蔵
』
と
称
し
て
伝
承
し
、
一
般
に
は
、
そ
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
あ
る
い
は
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ

た
『
拈ね

ん

評ぴ
よ
う

三
百
則
不ふ

能の
う

語ご

』
が
流
行
し
た
こ
と
に
よ
り
『
三さ

ん

百び
や
く

則そ
く

』
と
通
称
し
て
い
る
。
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、
こ

の
よ
う
に
仮
名
と
真
字
の
二
種
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
私
も
『
中
国
禅
宗
史
話
―
真
字
「
正
法
眼
蔵
」
に
学
ぶ
』（
禅
文
化

研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
を
出
版
し
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
編
集
責
任
者
と
し
て
『
道

元
集
〈
中
世
禅
籍
叢
刊
第
二
巻
〉』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
を
刊
行
し
、
金
沢
文
庫
本
真
字
『
正
法
眼
蔵
』（
担
当
池
上

光
洋
）
の
重
要
性
を
改
め
て
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
私
が
「
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
基
づ
く
資
料
に
つ
い
て
」

（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
七
一
年
）
で
引
用
出
典
を
発
表
し
た
頃
と
は
異
な
り
、
原
典
資
料
の
新

た
な
貴
重
本
の
刊
行
や
デ
ー
タ
資
料
のCBET

A

の
利
用
が
可
能
と
な
り
、
研
究
環
境
が
格
段
の
進
歩
を
遂
げ
た
。
道
元
の

よ
り
正
確
な
出
典
研
究
に
お
い
て
、
大
正
大
蔵
経
の
禅
籍
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
中
国
禅
籍
集
二
〈
中
世
禅
籍

叢
刊
第
九
巻
〉』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
の
「
解
題
〈
総
説
〉」
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
研
究
史
は
前
著
に
ま
と
め
て
お
い
た
が
、
圭
室
諦
成
「
金
沢
文
庫
本
正
法
眼
蔵
に
つ
い
て
」（『
中

外
日
報
』
一
九
四
〇
年
八
月
三
一
日
・
九
月
一
・
三
・
四
日
）
の
紹
介
に
よ
り
、
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
引
き
、
大
き
く
研
究

が
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
野
村
瑞
峰
「『
金
沢
文
庫
本
正
法
眼
蔵
』
―
第
二
十
二
則
に
つ
い
て
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
通

巻
一
一
七
号
、
一
九
六
五
年
）
は
、
二
二
則
「
玄
則
丙
丁
童
子
」
と
『
弁
道
話
』
の
引
用
の
密
接
な
関
係
を
具
体
化
し
た
。
私

も
こ
の
顕
著
な
例
を
、
既
に
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
）
の
中
で
、
金
沢
文
庫
本
二
二
則
「
玄

則
丙
丁
童
子
」
の
出
典
の
宋
版
『
宏
智
録
』
巻
一
（
一
一
～
一
二
頁
。
名
著
普
及
会
、
一
九
八
四
年
）
と
こ
の
話
の
道
元
の
全

て
の
著
述
で
検
討
し
、
漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ
の
移
行
を
詳
細
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
を
考
え
る
の
に
、
重
要
な
問
題
提
起
の
で
き
る
次
の
金
沢
文
庫
本
真
字

『
正
法
眼
蔵
』
八
三
則
「
庵
主
渓
深
柄
長
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。 
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雪
峰
山
畔
、
有
一
僧
卓
庵
。
多
年
不
剃
頭
。
自
作
一
柄
木
杓
、
去
渓
辺
舀
水
喫
。
時
有
僧
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。

菴
主
云
、
渓
深
杓
柄
長
。
僧
帰
挙
似
雪
峰
。
峰
云
、
也
甚
奇
怪
。
雖
然
如
是
、
須
是
老
僧
勘
過
始
得
。
峰
一
日
、
同
侍

者
将
剃
刀
去
訪
他
。
纔
相
見
便
問
、
道
得
即
不
剃
汝
頭
。
菴
主
便
将
水
洗
頭
。
峰
便
与
他
剃
却
。

右
の
金
沢
文
庫
本
に
よ
る
訓
読
文
（
カ
タ
カ
ナ
の
ふ
り
が
な
は
原
典
。〈 

〉
は
補
）

雪
峰
山
の
畔ほ

と

り
に
、
一
の
僧
有あ

〈
り
〉
て
庵
を
卓タ

つ
。
多
年
剃テ

イ

頭
せ
ず
。
自
ら
一
柄
（
ヒ
ン
）
の
木
杓
（
サ
ウ
）
を
作ツ

ク

り
て
、
渓
辺
に
去ユ

き
て
水
を
舀ク

む
てで

喫ノ

む
。
時
に
僧
有
〈
り
〉
て
問
〈
ふ
〉、「
如

い
か
に
あ
ら
ん
か何

是こ

れ
祖
師
西
来
意
」。
菴
主
云

〈
く
〉、「
渓タ

ニ

深ふ
か

（
シ
ム
）
け
れ
はば

杓し
や
く（

サ
ウ
）
の
柄エ

（
ヒ
ム
）
長ナ

カ
（
シ
ヤ
ム
）
し
。
僧
帰
〈
り
〉
て
雪
峰
に
挙
似
す
。
峰

云
く
、「
也ま

（
ヤ
）
た
甚は

な
（
シ
ム
）
は
ただ

奇キ

怪ク
ワ
イな

り
。
然し

か

も
是か

く

の
如ご

と
くな

り
と
雖い

へ
ども

、
須す

べ
から

く
是
れ
老
僧
勘

か
ん
が
へ

過ス
ご

し
て
始は

じ
めて

得ウ

へべ

し
」。
峰
一
日
、
侍
者
同ト

剃
刀
を
将モ

て
去サ

り
て
他カ

レ

を
訪と

ぶ
らふ

。
纔わ

づ
かに

相
見
す
る
に
便
ち
問
ふ
、「
道
得
な
ら
はば

即
〈
ち
〉

汝
かが

頭
を
剃ソ

ら
シじ

」。
菴
主
便
ち
水
を
将モ

て
頭
を
洗
ふ
。
峰
便
ち
他カ

レ

かが

与タ
メ

に
剃テ

イ

却
す
。（
臨
川
書
店
本
四
五
七
頁
）

そ
の
道
元
の
出
典
は
、
以
前
指
摘
し
た
通
り
、
次
の
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
巻
上
で
あ
り
、
改
め
てCBET

A

で
関
連
あ
る

全
資
料
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
間
違
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

雪
峰
山
畔
、
有
一
僧
卓
菴
。
多
年
不
剃
頭
。
自
作
一
柄
木
杓
、
去
渓
辺
舀
水
喫
。
時
有
僧
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。

菴
主
云
、
渓
深
杓
柄
長
。
僧
帰
挙
似
雪
峰
。
峰
云
、
也
甚
奇
怪
。
雖
然
如
是
、
須
是
老
僧
勘
過
始
得
。
峰
一
日
、
同
侍

者
将
剃
刀
去
訪
佗
。
纔
相
見
便
問
、道
得
即
不
剃
汝
頭
。
菴
主
便
将
水
洗
頭
。
峰
便
与
佗
剃
却
。（
宋
版
八
丁
左
。『
禅
学

典
籍
叢
刊 

第
四
巻
』
所
収
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
参
照
）

こ
の
著
の
撰
者
の
大
慧
宗
杲
は
看
話
禅
の
大
成
者
で
あ
り
、
道
元
が
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
私
も
「『
説
心
説
性
』『
自
証
三
昧
』
考
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）
で
述
べ
た

こ
と
が
あ
る
。
大
慧
も
道
元
も
共
に
、
な
ぜ
『
正
法
眼
蔵
』
と
命
名
し
た
の
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
禅
籍
の
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中
に
は
一
字
も
相
違
し
な
い
文
献
は
多
く
存
在
す
る
が
、
同
様
に
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
出
典
が
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
で
あ

る
こ
と
に
断
定
で
き
る
も
の
は
、
金
沢
文
庫
本
に
限
れ
ば
、
五
六
則
「
霊
雲
驢
事
馬
事
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
金
沢
文

庫
本
は
中
巻
の
み
で
、
し
か
も
完
本
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
は
金
沢
文
庫
管
理
の
『
百
丈
禅
師
広
説
・
法
門
大
綱
』
の

写
本
に
、
こ
の
話
を
含
め
て
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
引
用
が
あ
る
こ
と
を
新
た
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
（『
稀
覯
禅
籍
集

〈
中
世
禅
籍
叢
刊
第
十
巻
〉』
臨
川
書
店
、二
〇
一
七
年
）。
こ
れ
は
金
沢
文
庫
本
の
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
が
伝
承
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
す
る
重
要
な
問
題
と
な
る
。

こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
が
や
が
て
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
と
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
真
字
『
正
法

眼
蔵
』
は
、
先
に
い
う
よ
う
に
『
弁
道
話
』（
一
二
三
一
年
成
立
）
に
金
沢
文
庫
本
二
二
則
「
玄
則
丙
丁
童
子
」
の
引
用
が
あ

り
、『
現
成
公
案
』（
一
二
三
三
年
成
立
）
に
金
沢
文
庫
本
二
三
則
「
宝
徹
無
処
不
周
」（
出
典
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
三
、
宋
版

二
一
丁
右
）
の
引
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
元
の
早
い
時
期
の
手
控
え
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
真

字
『
正
法
眼
蔵
序
』
の
成
立
し
た
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
に
一
応
の
完
成
を
認
め
て
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

仮
名
文
献
と
し
て
成
立
し
た
『
正
法
眼
蔵
道
得
』
は
、
二
つ
の
公
案
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
者
は
「
趙
州
不
離
叢
林
」
の
話
で
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
無
く
、『
聯
灯
会
要
』
巻
六
「
趙
州
従
諗
章
」
が
原
典
で

あ
る
。示

衆
云
、
你
若
一
生
不
離
叢
林
、
不
語
十
年
五
載
、
無
人
喚
你
作
唖
漢
、
已
後
仏
也
不
奈
你
何
。（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢

刊 

第
二
巻
灯
史
２
上
』
九
丁
左
～
一
〇
丁
右
。
続
蔵
巻
一
三
六
―
二
六
四
左
下
参
照
） 

こ
の
語
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
『
正
法
眼
蔵
行
持
』（
一
二
四
二
年
）
に
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
と
き
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、「
你
若
一
生
不
離
叢
林
、
不
語
十
年
五
載
、
無
人
喚
你
作
唖
漢
、
已
後
諸
仏
也
不
奈

你
何
」。
こ
れ
、
行
持
を
し
め
す
な
り
。（
岩
波
文
庫
本
㈠
三
一
四
頁
）
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こ
れ
が
元
来
の
道
元
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
『
行
持
』
は
、
こ
の
語
の
前
に
趙
州
従
諗
（
七
八
八

～
八
九
七
）
の
行
持
を
示
し
、
結
局
、
不
離
叢
林
の
行
持
を
讃
歎
す
る
も
の
で
あ
る
（『
道
元
禅
師 

正
法
眼
蔵
行
持
に
学
ぶ
』

一
四
四
頁
以
下
参
照
。
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
同
年
の
一
〇
月
五
日
に
『
正
法
眼
蔵

道
得
』
に
一
部
語
句
を
変
更
し
て
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
語
句
の
変
更
は
主
題
を
貫
徹
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。趙

州
真
際
大
師
示
衆
云
、「
你
若
一
生
不
離
叢
林
、
兀
坐
不
道
十
年
五
載
、
無
人
喚
作
你
唖
漢
、
已
後
諸
仏
也
不
及
你

哉
」。（
岩
波
文
庫
本
㈡
二
八
五
頁
）

「
不
語
」
を
「
兀
坐
不
道
」
に
改
め
た
の
は
、も
ち
ろ
ん
「
道
得
」
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
り
、原
典
の
不
立
文
字
に
徹
す
る

主
張
に
対
し
て
、「
不
語
」
と
は
「
兀
坐
不
道
」、
つ
ま
り
坐
禅
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
本
文
で
、

「
し
か
あ
れ
ば
、
一
生
不
離
叢
林
は
、
一
生
不
離
道
得
な
り
。
兀
坐
不
道
十
年
五
載
は
、
道
得
十
年
五
載
な
り
」（
同
二
八
六

頁
）
と
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
更
に
「
兀
坐
は
一
生
、
二
生
な
り
。
一
時
、
二
時
に
あ
ら
ず
。
兀
坐
し
て
不
道
な
る
十
年
五

載
あ
れ
ば
、
諸
仏
も
な
ん
ぢ
を
な
い
が
し
ろ
に
せ
ん
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
ま
こ
と
に
こ
の
「
兀
坐
不
道
」
は
、
仏
眼
也
覰
不

見
な
り
、
仏
力
也
牽
不
及
な
り
。
諸
仏
也
不
奈
你
何
な
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
あ
る
。

こ
こ
は
二
つ
の
興
味
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
つ
は
『
道
得
』
に
引
用
さ
れ
た
「
已
後
諸
仏
也
不
及
你
哉
」
の
道
元
の

テ
キ
ス
ト
は
、
元
来
、『
行
持
』
と
同
じ
く
「
諸
仏
也
不
奈
你
何
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
上
で
の
改
め
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
い
ま
一
つ
は
趙
州
の
説
の
中
に
は
元
来
、「
道
得
」
の
語
も
な
く
、「
道
得
」
が
主
題
で
も
な
か
っ
た
が
、「
兀
坐
不
道
」

は
「
道
得
」
で
あ
り
、そ
れ
は
「
仏
向
上
事
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
入
矢
義
高
氏
は
『
龐
居
士
語
録
』（
筑
摩

書
房
、
一
九
七
三
年
）
の
中
に
、「
わ
が
道
元
禅
師
が
強
調
す
る
「
道
得
」
は
、
本
当
の
悟
り
は
、
そ
の
悟
り
の
当
体
が
同
時
に

言
葉
に
定
着
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
趣
旨
」（
七
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
一
二
四
二
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年
の
三
月
二
三
日
以
前
に
示
衆
さ
れ
た
別
本
『
仏
向
上
事
』
と
そ
の
日
に
示
衆
し
た
『
仏
向
上
事
』
と
関
係
し
て
述
べ
た
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
は
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、洞
山
良
价
の
語
と
し
て
①
上
巻
一
二
則
「
洞
山
仏
向
上
事
」

と
②
上
巻
七
二
則
「
洞
山
仏
向
上
事
」
の
二
つ
が
存
在
す
る
。

① 
筠
州
洞
山
悟
本
大
師
〈
嗣
雲
岩
、
諱
良
价
〉
示
衆
云
、
体
得
仏
向
上
事
、
方
有
些
子
語
話
分
。
僧
便
問
、
如
何
是
語

話
。
師
曰
、
語
話
時
闍
梨
不
聞
。
僧
曰
、
和
尚
還
聞
否
。
師
曰
、
待
我
不
語
話
時
即
聞
。（
春
秋
社
版
『
道
元
禅
師
全
集 

第
五
巻
』
一
三
二
頁
）

② 

洞
山
云
、
須
知
有
仏
向
上
事
。
僧
問
、
如
何
是
仏
向
上
事
。
師
曰
、
非
仏
。
雲
門
曰
、
名
不
得
、
状
不
得
、
所
以
言

非
。（
同
一
六
二
頁
）

①
の
出
典
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
五
「
洞
山
良
价
章
」（
禅
文
化
本
二
九
九
頁
参
照
）
で
あ
り
、そ
の
ま
ま
『
正
法
眼
蔵
仏

向
上
事
』（
岩
波
文
庫
本
㈡
一
二
八
頁
）
の
冒
頭
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

②
の
出
典
は
大
慧
が
『
雲
門
広
録
』
巻
中
（
大
正
蔵
巻
四
七
―
五
五
八
ａ
）
か
ら
引
用
し
た
次
の
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
巻
上

（
＝
『
大
慧
語
録
』
巻
七
、
大
正
蔵
巻
四
七
―
八
四
〇
ａ
）
で
あ
る
。

洞
山
云
、
須
知
有
仏
向
上
事
。
僧
問
、
如
何
是
仏
向
上
事
。
師
曰
、
非
仏
。
雲
門
曰
、
名
不
得
、
状
不
得
、
所
以
言
非
。

（
宋
版
一
四
丁
左
～
一
五
丁
右
）

し
か
し
、
道
元
が
『
仏
向
上
事
』
に
こ
の
話
を
引
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
に
別
本
『
仏
向
上
事
』
の
冒
頭
で

は
、
①
と
合
糅
し
た
か
、
後
に
引
用
す
る
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
語
を
「
仏
向
上
人
」
で
は
な
く
、「
仏
向
上
事
」
の
説
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
る
。

洞
山
悟
本
大
師
の
云
、
す
べ
か
ら
く
仏
向
上
の
事
あ
る
こ
と
を
し
る
べ
し
。
仏
向
上
の
事
あ
る
こ
と
を
し
り
て
、
正
に

語
話
の
分
あ
る
べ
し
。（
春
秋
社
版
『
道
元
禅
師
全
集 

第
二
巻
』
五
六
九
頁
）
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こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
が
故
に
、
②
の
雲
門
文
偃
の
語
を
残
し
な
が
ら
『
仏
向
上
事
』
の
引
用
は
更
に
出
典
を
複
雑
に
し

て
い
る
。

高
祖
悟
本
大
師
、
示
衆
云
、「
須
知
有
仏
向
上
人
」。
時
有
僧
問
、「
如
何
是
仏
向
上
人
」。
大
師
云
、「
非
仏
」。
雲
門
云
、

「
名
不
得
、
状
不
得
、
所
以
言
非
」。
保
福
云
、「
仏
非
」。
法
眼
云
、「
方
便
呼
為
仏
」。
お
ほ
よ
そ
仏
祖
の
向
上
に
仏
祖

な
る
は
、
高
祖
洞
山
な
り
。（
岩
波
文
庫
本
㈡
一
三
二
頁
）

こ
の
則
は
、
も
と
も
と
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
五
「
洞
山
良
价
章
」
の
別
の
話
を
引
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

師
謂
衆
曰
、
知
有
仏
向
上
人
、
方
有
語
話
分
。
時
有
僧
問
、
如
何
是
仏
向
上
人
。
師
曰
。
非
常
。〈
保
福
別
云
、
仏
非
。

法
眼
別
云
、
方
便
呼
為
仏
〉（
禅
文
化
本
三
〇
〇
頁
。
道
元
の
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
は
「
非
仏
」
で
あ
っ
た
可
能
性
あ
り
）

た
だ
し
、
こ
の
『
仏
向
上
事
』
に
引
用
さ
れ
た
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
話
は
、「
道
得
」
の
説
を
離
れ
て
「
方
有
語
話
分
」
の

語
も
削
除
さ
れ
て
い
る
し
、
雲
門
文
偃
の
語
は
な
い
の
で
、
必
ず
や
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
上
巻
七
二
則
が
合
糅
さ
れ
た
こ

と
が
判
明
し
よ
う
。

『
道
得
』
に
引
用
さ
れ
た
前
者
の
「
趙
州
不
離
叢
林
」
が
仮
名
文
献
と
な
る
に
は
、
複
雑
な
成
立
過
程
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
た
。
第
一
に
そ
の
話
に
は
も
と
も
と
「
道
得
」
の
語
は
な
く
、道
元
が
そ
の
話
に
よ
っ
て
「
道
得
」
を
強
調
し
て
示
衆
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
後
者
の
「
庵
主
渓
深
柄
長
」
の
話
に
は
、「
道
得
」
が
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
故

に
、
後
者
の
展
開
は
、
問
答
に
添
っ
て
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
お
り
、『
道
得
』
を
撰
述
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
重
要
な
公

案
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　

雪
峰
の
真
覚
大
師
の
会
に
一
僧
あ
り
て
、
や
ま
の
ほ
と
り
に
ゆ
き
て
、
草
を
む
す
び
て
庵
を
卓
す
。
と
し
つ
も
り
ぬ

れ
ど
、
か
み
を
そ
ら
ざ
り
け
り
。
庵
裡
の
活
計
た
れ
か
し
ら
ん
、
山
中
の
消
息
悄
然
な
り
。
み
づ
か
ら
一
柄
の
木
杓
を
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つ
く
り
て
、
渓
の
ほ
と
り
に
ゆ
き
て
水
を
く
み
て
の
む
。
ま
こ
と
に
こ
れ
飲
渓
の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
し
。

　

か
く
て
日
往
月
来
す
る
ほ
ど
に
、
家
風
ひ
そ
か
に
漏
泄
せ
り
け
る
に
よ
り
て
、
あ
る
と
き
僧
き
た
り
て
庵
主
に
と
ふ
、

「
い
か
に
あ
ら
ん
か
こ
れ
祖
師
西
来
意
」。
庵
主
云
、「
渓
深
杓
柄
長
」。
と
ふ
僧
お
く
こ
と
あ
ら
ず
、
礼
拝
せ
ず
、
請
益

せ
ず
。
や
ま
に
の
ぼ
り
て
雪
峰
に
挙
似
す
。
雪
峰
ち
な
み
に
挙
を
き
ゝ
て
い
は
く
、「
也
甚
奇
怪
、
雖
然
如
是
、
老
僧
自

去
勘
過
始
得
」。
雪
峰
の
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、「
よ
さ
は
す
な
は
ち
あ
や
し
き
ま
で
に
よ
し
、
し
か
あ
れ
ど
も
、
老
僧
み
づ

か
ら
ゆ
き
て
か
ん
が
へ
み
る
べ
し
」
と
な
り
。
か
く
て
あ
る
に
、
あ
る
日
、
雪
峰
た
ち
ま
ち
に
侍
者
に
剃
刀
を
も
た
せ

て
卒
し
ゆ
く
。
直
に
庵
に
い
た
り
ぬ
。
わ
づ
か
に
庵
主
を
み
る
に
、
す
な
は
ち
と
ふ
、「
道
得
な
ら
ば
な
ん
ぢ
が
頭
を
そ

ら
じ
」。

こ
の
問
、
こ
ゝ
ろ
う
べ
し
。「
道
得
不
剃
汝
頭
」
と
は
、「
不
剃
頭
は
道
得
な
り
」
と
き
こ
ゆ
。
い
か
ん
。
こ
の
道
得

も
し
道
得
な
ら
ん
に
は
、
畢
竟
じ
て
不
剃
な
ら
ん
。
こ
の
道
得
、
き
く
ち
か
ら
あ
り
て
き
く
べ
し
。
き
く
べ
き
ち
か
ら

あ
る
も
の
の
た
め
に
開
演
す
べ
し
。
と
き
に
庵
主
、
か
し
ら
を
あ
ら
ひ
て
雪
峰
の
ま
へ
に
き
た
れ
り
。
こ
れ
も
道
得
に

て
き
た
れ
る
か
、
不
道
得
に
て
き
た
れ
る
か
。
雪
峰
す
な
は
ち
庵
主
の
か
み
を
そ
る
。

こ
の
一
段
の
因
縁
、
ま
こ
と
に
優
曇
の
一
現
の
ご
と
し
。
あ
ひ
が
た
き
の
み
に
あ
ら
ず
、
き
ゝ
が
た
か
る
べ
し
。
七

聖
十
聖
の
境
界
に
あ
ら
ず
、
三
賢
七
賢
の
覰し

よ

見け
ん

に
あ
ら
ず
。
経
師
論
師
の
や
か
ら
、
神
通
変
化
の
や
か
ら
、
い
か
に
も

は
か
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
仏
出
世
に
あ
ふ
と
い
ふ
は
、
か
く
の
ご
と
く
の
因
縁
を
き
く
を
い
ふ
な
り
。
し
ば
ら
く
雪

峰
の
い
ふ
「
道
得
不
剃
汝
頭
」、
い
か
に
あ
る
べ
き
ぞ
。
未
道
得
の
人
こ
れ
を
き
ゝ
て
、
ち
か
ら
あ
ら
ん
は
驚
疑
す
べ

し
、
ち
か
ら
あ
ら
ざ
ら
ん
は
茫
然
な
ら
ん
。
仏
と
問
著
せ
ず
、
道
と
い
は
ず
、
三
昧
と
問
著
せ
ず
、
陀
羅
尼
と
い
は
ず
、

か
く
の
ご
と
く
問
著
す
る
、
問
に
相
似
な
り
と
い
へ
ど
も
、
道
に
相
似
な
り
。
審
細
に
参
学
す
べ
き
な
り
。
し
か
あ
る

に
、
庵
主
ま
こ
と
あ
る
に
よ
り
て
、
道
得
に
助
発
せ
ら
る
ゝ
に
茫
然
な
ら
ざ
る
な
り
。
家
風
か
く
れ
ず
、
洗
頭
し
て
き
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た
る
。
こ
れ
仏
自
智
恵
、
不
得
其
辺
の
法
度
な
り
。
現
身
な
る
べ
し
、
説
法
な
る
べ
し
、
度
生
な
る
べ
し
、
洗
頭
来
な

る
べ
し
。
と
き
に
雪
峰
も
し
そ
の
人
に
あ
ら
ず
は
、
剃
刀
を
放
下
し
て
呵
々
大
咲
せ
ん
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
雪
峰
そ
の

ち
か
ら
あ
り
、
そ
の
人
な
る
に
よ
り
て
、
す
な
は
ち
庵
主
の
か
み
を
そ
る
。
ま
こ
と
に
こ
れ
雪
峰
と
庵
主
と
、
唯
仏
与

仏
に
あ
ら
ず
よ
り
は
、
か
く
の
ご
と
く
な
ら
じ
。
一
仏
二
仏
に
あ
ら
ず
よ
り
は
、
か
く
の
ご
と
く
な
ら
じ
。
龍
と
龍
と

に
あ
ら
ず
よ
り
は
、
か
く
の
ご
と
く
な
ら
じ
。
驪
珠
は
驪
龍
の
を
し
む
こ
ゝ
ろ
懈
倦
な
し
と
い
へ
ど
も
、
お
の
づ
か
ら

解
収
の
人
の
手
に
い
る
な
り
。

し
る
べ
し
、
雪
峰
は
庵
主
を
勘
過
す
、
庵
主
は
雪
峰
を
み
る
。
道
得
不
道
得
、
か
み
を
そ
ら
れ
、
か
み
を
そ
る
。
し

か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
道
得
の
良
友
は
、
期
せ
ざ
る
に
と
ぶ
ら
ふ
み
ち
あ
り
。
道
不
得
の
と
も
、
ま
た
ざ
れ
ど
も
知
己

の
と
こ
ろ
あ
り
き
。
知
己
の
参
学
あ
れ
ば
、
道
得
の
現
成
あ
る
な
り
。

正
法
眼
蔵
道
得
第
三
十
三

仁
治
三
年
壬
寅
（
一
二
四
二
）
十
月
五
日
、
書
于
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺　

沙
門

同
三
年
壬
寅
十
一
月
二
日
書
写
之　

懐
弉
（
岩
波
文
庫
本
㈡
二
八
七
～
二
九
二
頁
）

和
語
化
と
は
、具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、こ
の
話
を
通
し
て
道
元
の
い
う
「
道
得
」
の

世
界
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

先
に
い
う
よ
う
に
こ
の
話
は
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
道
元
の
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』

命
名
の
由
来
を
考
え
る
と
、
既
に
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
と
し
て
道
元
の
初
期
の
著
述
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
大
慧
を

全
く
認
め
な
い
道
元
が
な
ぜ
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
と
同
名
の
著
を
著
す
に
到
っ
た
の
で
あ
る
か
は
、
既
に
従
来
の
研
究
で
述

べ
て
は
い
る
が
、
こ
の
こ
と
も
再
論
し
て
お
こ
う
。

大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
も
大
慧
の
伝
記
も
、
北
宋
の
滅
亡
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
大
慧
は
宣
和
七
年
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（
一
一
二
五
）
に
北
宋
の
都
の
東と

う

京け
い

（
開か

い

封ほ
う

）
に
お
い
て
、師
の
圜え

ん

悟ご

克こ
く

勤ご
ん

（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
下
で
大
悟
し
て
い
る
。

そ
の
当
時
と
い
え
ば
、
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
一
一
月
に
は
、
北
宋
は
女
真
族
の
金
に
都
を
陥
れ
ら
れ
、
そ
の
翌
年
、
徽き

宗そ
う

・
欽
宗
以
下
の
皇
族
と
官
僚
な
ど
数
千
人
は
北
方
へ
拉
致
さ
れ
て
、
北
宋
は
滅
ぶ
こ
と
に
な
る
（
靖
康
の
変
）。
一
一
二
七

年
五
月
に
、
幸
い
北
従
を
免
れ
て
い
た
、
徽
宗
の
第
九
子
、
康
王
趙
構
が
、
南
京
（
応
天
府
）
で
即
位
し
て
高
宗
と
な
り
、
宋

の
王
朝
は
再
興
さ
れ
た
。
南
宋
の
成
立
で
あ
る
。
東
京
が
陥
落
す
る
以
前
の
八
月
に
南
下
し
て
い
た
大
慧
が
、
後
に
同
じ
く

南
下
し
た
圜
悟
克
勤
に
雲
居
山
で
出
会
っ
た
の
が
、
一
一
二
八
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
年
、
圜
悟
は
故
郷
の
四
川
に

帰
る
時
に
、
大
慧
に
は
政
情
不
安
を
理
由
に
、
大
寺
に
住
し
て
修
行
者
を
指
導
す
る
こ
と
を
し
ば
ら
く
留
ま
る
よ
う
に
伝
え

て
い
た
。

圜
悟
の
指
示
通
り
に
し
ば
ら
く
江
西
省
に
留
ま
っ
て
い
た
大
慧
が
、紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
に
福
建
省
を
訪
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
年
、
大
慧
は
洋
嶼
の
雲
門
庵
に
留
ま
り
、
曹
洞
宗
の
真
歇
清
了
（
一
〇
八
八
～
一
一
五
一
）
の
雪
峰
寺
の
集
団
に
対

し
て
黙
照
邪
禅
の
攻
撃
を
行
い
、
そ
れ
と
同
時
に
看
話
禅
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
圜
悟
の
訃
報
が
届
い
た
の
が
一
一
三
六

年
で
、
大
慧
が
泉
州
の
雲
門
庵
に
住
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
、
大
慧
は
圜
悟
の
遺
言
を
知
る
の
で
あ
る
。
や

や
政
情
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
の
で
、
大
寺
に
住
持
し
て
参
禅
指
導
し
て
臨
済
の
禅
を
復
興
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
慧
は
一
一
三
七
年
七
月
二
一
日
に
径き

ん

山ざ
ん

の
受
請
上
堂
を
行
う
の
で
あ
る
。
大
慧
の
四
九
歳
の
時
で
あ

る
。
当
時
の
平
和
は
秦し

ん

檜か
い（

一
〇
九
一
～
一
一
五
五
）
の
結
ん
だ
金
の
臣
下
と
な
る
屈
辱
的
な
条
約
で
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
状
況
に
不
満
を
も
っ
た
金
と
の
戦
い
を
も
辞
さ
な
い
主
戦
論
者
も
い
た
が
、
秦
檜
は
こ
れ
ら
の
人
々
へ
の
弾
圧
を

加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
一
一
四
一
年
に
、五
三
歳
の
大
慧
と
交
流
し
て
い
た
主
戦
論
者
の
張
九
成
（
一
〇
九
二
～

一
一
五
九
）
と
の
関
係
が
密
議
と
疑
わ
れ
て
、
僧
籍
を
剥
奪
さ
れ
て
流
罪
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
神じ

ん

臂ぴ

弓き
ゆ
う

事
件
」
と

呼
ぶ
。
最
初
の
配
所
は
衡
州
（
湖
南
省
）
で
あ
り
、
こ
の
時
に
『
正
法
眼
蔵
』
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
上
巻
の
冒
頭
の
「
琅
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邪
和
尚
」
の
項
の
大
慧
の
長
文
の
拈
語
の
一
部
に
次
の
よ
う
に
示
す
の
で
あ
る
。

予
、
罪
に
因
り
て
衡
陽
に
居
す
。
門
を
杜
じ
て
循
省
す
る
の
外
、
用
心
す
る
所
無
し
。
間ま

ま

に
衲
子
の
請
益
す
る
有
り
。

已や

む
を
得
ず
之こ

れ
が
与た

め

に
酬
酢
す
る
に
、
禅
者
沖
密
、
慧
然
、
手
に
随
い
て
抄
録
す
。
日
月
浸
久
し
て
一
巨
軸
と
成
る
。

沖
密
等
、
持
ち
来
た
り
て
、
其
の
題
を
名
づ
く
る
を
乞
う
。
後
来
に
昭
示
し
て
仏
祖
の
正
法
眼
蔵
を
し
て
不
滅
な
ら
し

め
ん
と
欲ほ

つ

す
。
予
、
因
り
て
之
れ
に
目な

づ
け
て
正
法
眼
蔵
と
曰
う
。
即
ち
琅
邪
を
以
て
篇
首
と
為
す
。
故
に
尊
宿
の
前

後
次
序
、
宗
派
殊
異
の
分
無
し
。
但
だ
向
上
の
巴
鼻
を
徹
証
し
、
人
に
与
え
て
粘
を
解
き
縛
を
去
り
正
眼
を
具
え
る
に

堪
え
る
こ
と
を
取
ら
し
む
の
み
。（
臨
川
書
店
本
二
丁
右
左
）

『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
紹
興
一
七
年
（
一
一
四
七
）
の
大
慧
五
九
歳
の
時
の
完
成
と
し
、
そ
の
時
、
既
に

刊
本
も
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
一
五
〇
年
に
流
罪
地
が
梅
州
（
広
東
省
）
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
。

一
一
五
五
年
一
〇
月
二
二
日
に
秦
檜
が
没
し
た
た
め
に
、
翌
年
の
一
一
五
六
年
に
、
復
僧
が
許
さ
れ
流
罪
が
終
わ
る
の
で
あ

る
。
大
慧
は
既
に
六
八
歳
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
年
一
一
月
、
天
童
寺
に
住
持
し
て
い
た
黙
照
禅
の
大
成
者
の
宏
智
正
覚

（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
大
慧
は
育
王
寺
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
径
山
に
再
住
し
、
隆
興

元
年
八
月
一
〇
日
、
七
五
歳
で
示
寂
す
る
の
で
あ
る
。

先
の
「
琅
邪
」
の
項
の
長
文
の
拈
語
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
修
行
者
に
転
迷
開
悟
（
＝
以
悟
為
則
）
さ
せ
る
話
を
随
意
に

選
ん
だ
も
の
で
、『
正
法
眼
蔵
』
三
巻
の
全
六
六
三
則
（
従
来
の
六
六
一
則
説
を
改
め
る
）
の
公
案
集
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
公
案
の
利
用
方
法
は
次
の
『
大
慧
書
』
の
「
富
枢
密
〈
季
申
〉
に
答
う
」
に
明
確
で
あ
る
。

但
だ
妄
想
顛
倒
の
心
、
思
量
分
別
の
心
、
好
生
悪
死
の
心
、
知
見
解
会
の
心
、
欣
静
厭
鬧
の
心
を
将も

て
、
一
時
に
按
下

せ
よ
。
只
だ
按
下
の
処
に
就
い
て
箇
の
話
頭
を
看
よ
。「
僧
、
趙
州
に
問
う
、
狗
子
に
還は

た
仏
性
有
り
也や無
。
州
云
く
、

無
」
と
。
此
の
一
字
子
は
、
乃
ち
是
れ
許
多
の
悪
知
悪
覚
を
摧
く
底と

こ
ろの

器
仗
な
り
。
有
無
の
会
を
作
す
こ
と
得
ざ
れ
、
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道
理
の
会
を
作
す
こ
と
得
ざ
れ
、
意
根
下
に
向お

い

て
思
量
卜
度
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
揚
眉
瞬
目
の
処
に
向
て
挅
根
す
る
こ

と
得
ざ
れ
、
語
路
上
に
向
て
活
計
を
作
す
こ
と
得
ざ
れ
、
無
事
甲
裏
に
颺よ

う

在ざ
い

す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
挙
起
の
処
に
向
て

承
当
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
文
字
中
に
向
て
引
証
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
但
だ
十
二
時
中
四
威
儀
内
に
向
て
、
時
時
に
提
撕

し
、
時
時
に
挙
覚
せ
よ
、「
狗
子
に
還
た
仏
性
有
る
也
無
、
云
く
、
無
」
と
。
日
用
を
離
れ
ず
に
、
試
み
に
此
の
如
く
の

工
夫
を
做な

し
看
よ
。
月
の
十
日
に
便
ち
自
ら
見
得
せ
り
。
一
郡
千
里
の
事
も
、
都す

べ

て
相
い
妨
げ
ず
。

〈
但
将
妄
想
顛
倒
底
心
、
思
量
分
別
底
心
、
好
生
悪
死
底
心
、
知
見
解
会
底
心
、
欣
静
厭
鬧
底
心
、
一
時
按
下
。
只
就
按

下
処
看
箇
話
頭
。
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
此
一
字
子
、
乃
是
摧
許
多
悪
知
悪
覚
底
器
仗
也
。

不
得
作
有
無
会
、
不
得
作
道
理
会
、
不
得
向
意
根
下
思
量
卜
度
、
不
得
向
揚
眉
瞬
目
処
挅
根
、
不
得
向
語
路
上
作
活
計
、

不
得
颺
在
無
事
甲
裏
、
不
得
向
挙
起
処
承
当
、
不
得
向
文
字
中
引
証
、
但
向
十
二
時
中
四
威
儀
内
、
時
時
提
撕
、
時
時

挙
覚
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
、
云
、
無
。
不
離
日
用
、
試
如
此
做
工
夫
看
。
月
十
日
便
自
見
得
也
。
一
郡
千
里
之
事
、

都
不
相
妨
。〉（
大
正
蔵
巻
四
七
―
九
二
一
ｃ
）

こ
の
全
身
全
霊
の
無
字
へ
の
取
り
組
み
こ
そ
看
話
禅
の
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
別
本
『
大
悟
』
で
言
え
ば
、

道
元
は
全
く
正
反
対
の
「
先
師
ヨ
ノ
ツ
ネ
ニ
衆
ニ
シ
メ
シ
テ
イ
ハ
ク
、
参
禅
者
心
身
脱
落
也
、
不
是
待
悟
為
則
」（
臨
川
書
店

本
四
八
七
頁
）
の
語
に
よ
っ
て
、
大
慧
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
で
き
よ
う
。
そ
れ
故
に
、
道
元
の
「
正
法
眼
蔵
」
の
語

は
、『
正
法
眼
蔵
優
曇
華
』
な
ど
の
次
の
語
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

霊
山
百
万
衆
前
、
世
尊
拈
優
曇
華
瞬
目
。
于
時
摩
訶
迦
葉
、
破
顔
微
笑
。
世
尊
云
、「
我
有
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
、
附
属

摩
訶
迦
葉
」。

七
仏
諸
仏
は
お
な
じ
く
拈
華
来
な
り
、こ
れ
を
向
上
の
拈
華
と
修
証
現
成
せ
る
な
り
。
直
下
の
拈
花
と
裂
破
開
明
せ
り
。

（
岩
波
文
庫
本
㈢
三
三
九
頁
）
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大
慧
も
道
元
も
書
名
に
『
正
法
眼
蔵
』
を
使
用
し
た
が
、
そ
の
公
案
の
使
用
方
法
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
故
に

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
名
は
大
慧
の
命
名
と
は
反
定
立
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
命
名
が
や
が
て
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の

命
名
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
道
元
の
世
界
へ
開
花
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

三
　
漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ

―
― 

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
性
格
（
そ
の
二
）
―
― 『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
の
成
立
過
程

道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
は
、
草
案
本
の
ま
ま
で
は
な
く
、
再
治
を
重
ね
て
中
書
・
清
書
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
ま
な
ま

し
い
再
治
の
痕
跡
を
残
し
た
唯
一
の
書
写
本
が
永
平
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
懐
奘
筆
の
『
仏
性
』（『
道
元
禅
師
真
蹟
関
係
資
料
集
』

所
収
、
六
五
九
頁
以
下
。
大
修
館
書
店
、
一
九
八
〇
年
一
一
月
、『
真
蹟
集
』
と
略
称
）
で
あ
る
（
最
初
の
③
「O

n the O
rigins 

of K
ana

“Shōbōgenzō

”（
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
は
い
つ
成
立
し
た
か
）」
も
参
照
）。
こ
れ
ほ
ど
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
を

検
討
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
文
献
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
の
成
立
過
程
を
中
心
に
、
真
字
『
正
法
眼

蔵
』
の
性
格
に
言
及
し
て
み
よ
う
。『
仏
性
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
公
案
は
、仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の

順
に
直
し
て
い
え
ば
、「
大
潙
衆
生
無
仏
」「
趙
州
狗
子
仏
性
」「
長
沙
莫
妄
想
縁
」
の
次
の
三
つ
が
あ
る
。

　
　
　

A
金
沢
文
庫
本
一
五
則
「
大
潙
衆
生
無
仏
」

大
潙
嘗
示
衆
云
、
一
切
衆
生
無
仏
性
。
因
塩
官
或
示
衆
云
、
一
切
衆
生
有
仏
性
。
塩
官
会
有
二
僧
、
遂
特
詣
師
会
探
之
。

既
到
、
所
聞
説
法
、
莫
測
其
涯
、
若
生
軽
慢
。
一
日
在
庭
中
坐
次
、
見
仰
山
来
、
遂
勧
曰
、
師
兄
、
切
須
勤
学
仏
法
、

不
得
容
易
。
仰
山
遂
作
一
円
相
托
呈
、
却
抛
向
背
後
、
復
展
両
手
就
二
僧
索
。
二
僧
茫
然
不
知
所
措
。
仰
山
乃
勧
云
、
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直
須
勤
学
仏
法
、
不
得
容
易
。
珍
重
便
去
。
二
僧
逮
返
塩
官
、
将
行
三
十
里
。
一
人
忽
然
有
省
。
自
嘆
云
、
当
知
潙
山

云
一
切
衆
生
無
仏
性
、
誠
不
錯
也
。
却
廻
潙
山
。
一
人
又
行
数
里
。
因
渡
水
亦
有
省
処
。
自
嘆
云
、
潙
山
道
、
一
切
衆

生
無
仏
性
。
灼
然
有
他
与
麼
道
。
亦
返
潙
山
。（
臨
川
書
店
本
四
四
二
～
四
四
三
頁
。
出
典
は
『
統
要
集
』巻
四
の
「
大
潙
霊

祐
章
」、
宋
版
三
五
丁
右
左
）

　
　
　

B
金
沢
文
庫
本
一
四
則
「
趙
州
狗
子
仏
性
」

僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
有
。
僧
云
、
既
有
、
為
什
麼
却
撞
入
這
箇
皮
袋
。
州
云
、
為
他
知
而
故
犯
。

有
僧
問
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
僧
云
、
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
。
狗
子
為
什
麼
却
無
。
州
云
、
為
伊
有
業

識
在
。（
同
四
四
二
頁
。
出
典
は
『
宏
智
録
』
巻
二
、
名
著
普
及
会
本
八
八
頁
）

　
　
　

C
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
巻
上
二
〇
則
「
長
沙
莫
妄
想
縁
」

長
沙
県
景
岑
禅
師
、
因
竺
尚
書
問
、
蚯
蚓
斬
為
両
段
、
両
頭
倶
動
。
未
審
仏
性
在
阿
那
箇
頭
。
師
曰
、
莫
妄
想
。
書
曰
、

争
奈
動
何
。
師
曰
、
会
即
風
火
未
散
。
書
無
対
。
師
却
喚
尚
書
。
書
応
諾
。
師
曰
、
不
是
尚
書
本
命
。
書
曰
、
不
可
離

却
即
今
祗
対
有
第
二
箇
主
人
公
也
。
師
曰
、
不
可
喚
尚
書
作
今
上
也
。
書
曰
、
与
麼
則
総
不
祗
対
和
尚
、
莫
是
弟
子
主

人
公
否
。
師
曰
、
非
但
祗
対
不
祗
対
老
僧
、
従
無
始
劫
来
、
是
箇
生
死
根
本
。
乃
示
頌
云
、
学
道
之
人
不
識
真
、
祗
為

従
前
認
識
神
。
無
始
劫
来
生
死
本
、
癡
人
喚
作
本
来
人
（
春
秋
社
版
一
三
六
頁
。
出
典
は
『
統
要
集
』
巻
四
の
「
長
沙
景
岑

章
」、
宋
版
一
七
丁
左
～
一
八
丁
右
）。

こ
れ
ら
A 

B 

C
に
対
応
す
る
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
が
、
以
下
の
⒜
⒝
⒞
の
展
開
で
あ
る
。

　
　
　

⒜
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』（
岩
波
文
庫
本
㈠
一
〇
六
～
一
一
〇
頁
）

杭
州
塩
官
県
斉
安
国
師
は
、
馬
祖
下
の
尊
宿
な
り
。
ち
な
み
に
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、「
一
切
衆
生
有
仏
性
」。

い
は
ゆ
る
「
一
切
衆
生
」
の
言
、
す
み
や
か
に
参
究
す
べ
し
。
一
切
衆
生
、
そ
の
業
道
依
正
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
、
そ
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の
見
ま
ち
ま
ち
な
り
。
凡
夫
外
道
、
三
乗
五
乗
等
、
お
の
お
の
な
る
べ
し
。
い
ま
仏
道
に
い
ふ
一
切
衆
生
は
、
有
心
者

み
な
衆
生
な
り
、
心
是
衆
生
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
無
心
者
お
な
じ
く
衆
生
な
る
べ
し
、
衆
生
是
心
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
し
か

あ
れ
ば
、
心
み
な
こ
れ
衆
生
な
り
、
衆
生
み
な
こ
れ
有
仏
性
な
り
。
草
木
国
土
こ
れ
心
な
り
、
心
な
る
が
ゆ
ゑ
に
衆
生

な
り
、
衆
生
な
る
が
ゆ
ゑ
に
有
仏
性
な
り
。
日
月
星
辰
こ
れ
心
な
り
、
心
な
る
が
ゆ
ゑ
に
衆
生
な
り
、
衆
生
な
る
が
ゆ

ゑ
に
有
仏
性
な
り
。
国
師
の
道
取
す
る
有
仏
性
、
そ
れ
か
く
の
ご
と
し
。
も
し
か
く
の
ご
と
く
に
あ
ら
ず
は
、
仏
道
に

道
取
す
る
有
仏
性
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
い
ま
国
師
の
道
取
す
る
宗
旨
は
、「
一
切
衆
生
有
仏
性
」
の
み
な
り
。
さ
ら
に
衆

生
に
あ
ら
ざ
ら
ん
は
、
有
仏
性
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
し
ば
ら
く
国
師
に
と
ふ
べ
し
、「
一
切
諸
仏
有
仏
性
也
無
」。
か
く

の
ご
と
く
問
取
し
、
試
験
す
べ
き
な
り
。「
一
切
衆
生
即
仏
性
」
と
い
は
ず
、「
一
切
衆
生
、
有
仏
性
」
と
い
ふ
と
参
学

す
べ
し
。
有
仏
性
の
有
、
ま
さ
に
脱
落
す
べ
し
。
脱
落
は
一
条
鉄
な
り
、
一
条
鉄
は
鳥
道
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
一
切

仏
性
有
衆
生
な
り
。
こ
れ
そ
の
道
理
は
、
衆
生
を
説
透
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
仏
性
を
も
説
透
す
る
な
り
。
国
師
た
と

ひ
会
得
を
道
得
に
承
当
せ
ず
と
も
、
承
当
の
期
な
き
に
あ
ら
ず
。
今
日
の
道
得
、
い
た
づ
ら
に
宗
旨
な
き
に
あ
ら
ず
。

又
、
自
己
に
具
す
る
道
理
、
い
ま
だ
か
な
ら
ず
し
も
み
づ
か
ら
会
取
せ
ざ
れ
ど
も
、
四
大
五
陰
も
あ
り
、
皮
肉
骨
髄
も

あ
り
。
し
か
あ
る
が
ご
と
く
、
道
取
も
、
一
生
に
道
取
す
る
こ
と
も
あ
り
、
道
取
に
か
ゝ
れ
る
生
々
も
あ
り
。

大
潙
山
大
円
禅
師
、
あ
る
と
き
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、「
一
切
衆
生
無
仏
性
」。

こ
れ
を
き
く
人
天
の
な
か
に
、
よ
ろ
こ
ぶ
大
機
あ
り
、
驚
疑
の
た
ぐ
ひ
な
き
に
あ
ら
ず
。
釈
尊
説
道
は
「
一
切
衆
生

悉
有
仏
性
」
な
り
、
大
潙
の
説
道
は
「
一
切
衆
生
無
仏
性
」
な
り
。
有
無
の
言
理
、
は
る
か
に
こ
と
な
る
べ
し
、
道
得

の
当
不
、
う
た
が
ひ
ぬ
べ
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、「
一
切
衆
生
無
仏
性
」
の
み
仏
道
に
長
な
り
。
塩
官
有
仏
性
の
道
、
た

と
ひ
古
仏
と
と
も
に
一
隻
の
手
を
い
だ
す
に
に
た
り
と
も
、
な
ほ
こ
れ
一
条
拄
杖
両
人
舁
な
る
べ
し
。

い
ま
大
潙
は
し
か
あ
ら
ず
、
一
条
拄
杖
呑
両
人
な
る
べ
し
。
い
は
ん
や
国
師
は
馬
祖
の
子
な
り
、
大
潙
は
馬
祖
の
孫
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な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
法
孫
は
、
師
翁
の
道
に
老
大
な
り
、
法
子
は
、
師
父
の
道
に
年
少
な
り
。
い
ま
大
潙
道
の
理

致
は
、「
一
切
衆
生
無
仏
性
」
を
理
致
と
せ
り
。
い
ま
だ
曠
然
縄
墨
外
と
い
は
ず
。
自
家
屋
裏
の
経
典
、
か
く
の
ご
と

く
の
受
持
あ
り
。
さ
ら
に
摸
摸鎍
す
べ
し
、
一
切
衆
生
な
に
と
し
て
か
仏
性
な
ら
ん
、
仏
性
あ
ら
ん
。
も
し
仏
性
あ
る
は
、

こ
れ
魔
儻
な
る
べ
し
。
魔
子
一
枚
を
将
来
し
て
、
一
切
衆
生
に
か
さ
ね
ん
と
す
。
仏
性
こ
れ
仏
性
な
れ
ば
、
衆
生
こ
れ

衆
生
な
り
。
衆
生
も
と
よ
り
仏
性
を
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
。
た
と
ひ
具
せ
ん
と
も
と
む
と
も
、
仏
性
は
じ
め
て
き
た
る

べ
き
に
あ
ら
ざ
る
宗
旨
な
り
。
張
公
喫
酒
李
公
酔
と
い
ふ
こ
と
な
か
れ
。
も
し
お
の
づ
か
ら
仏
性
あ
ら
ん
は
、
さ
ら
に

衆
生
に
あ
ら
ず
。
す
で
に
衆
生
あ
ら
ん
は
、
つ
ひ
に
仏
性
に
あ
ら
ず
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
百
丈
い
は
く
、「
説
衆
生
有
仏
性
、
亦
謗
仏
法
僧
。
説
衆
生
無
仏
性
、
亦
謗
仏
法
僧
」。
し
か
あ
れ
ば
す

な
は
ち
、
有
仏
性
と
い
ひ
無
仏
性
と
い
ふ
、
と
も
に
謗
と
な
る
。
謗
と
な
る
と
い
ふ
と
も
、
道
取
せ
ざ
る
べ
き
に
は
あ

ら
ず
。

且
問
你
、
大
潙
、
百
丈
し
ば
ら
く
き
く
べ
し
。
謗
は
す
な
は
ち
な
き
に
あ
ら
ず
、
仏
性
は
説
得
す
や
い
ま
だ
し
や
。

た
と
ひ
説
得
せ
ば
、
説
著
を
罣
礙
せ
ん
。
説
著
あ
ら
ば
聞
著
と
同
参
な
る
べ
し
。
ま
た
、
大
潙
に
む
か
ひ
て
い
ふ
べ
し
。

一
切
衆
生
無
仏
性
は
た
と
ひ
道
得
す
と
い
ふ
と
も
、
一
切
仏
性
無
衆
生
と
い
は
ず
、
一
切
仏
性
無
仏
性
と
い
は
ず
、
い

は
ん
や
一
切
諸
仏
無
仏
性
は
夢
也
未
見
在
な
り
。
試
挙
看
。

　
　
　

⒝
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』（
同
一
一
七
～
一
二
二
頁
）

趙
州
真
際
大
師
に
あ
る
僧
と
ふ
、「
狗
子
還
有
仏
性
也
無
」。
こ
の
問
の
意
趣
あ
き
ら
む
べ
し
。
狗
子
と
は
い
ぬ
な
り
。

か
れ
に
仏
性
あ
る
べ
し
と
問
取
せ
ず
、
な
か
る
べ
し
と
問
取
す
る
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
は
、
鉄
漢
ま
た
学
道
す
る
か
と
問

取
す
る
な
り
。
あ
や
ま
り
て
毒
手
に
あ
ふ
、
う
ら
み
ふ
か
し
と
い
へ
ど
も
、
三
十
年
よ
り
こ
の
か
た
、
さ
ら
に
半
箇
の

聖
人
を
み
る
風
流
な
り
。
趙
州
い
は
く
、「
無
」。
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こ
の
道
を
き
ゝ
て
、
習
学
す
べ
き
方
路
あ
り
。
仏
性
の
自
称
す
る
無
も
恁
麼
な
る
べ
し
、
狗
子
の
自
称
す
る
無
も
恁

麼
道
な
る
べ
し
、
傍
観
者
の
喚
作
の
無
も
恁
麼
道
な
る
べ
し
。
そ
の
無
わ
づ
か
に
消
石
の
日
あ
る
べ
し
。
僧
い
は
く
、

「
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
、
狗
子
為
甚
麼
無
」。
い
は
ゆ
る
宗
旨
は
、
一
切
衆
生
無
な
ら
ば
、
仏
性
も
無
な
る
べ
し
、
狗
子

も
無
な
る
べ
し
と
い
ふ
、
そ
の
宗
旨
作
麼
生
、
と
な
り
。
狗
子
仏
性
、
な
に
と
し
て
無
を
ま
つ
こ
と
あ
ら
ん
。
趙
州
い

は
く
、「
為
他
有
業
識
在
」。
こ
の
道
旨
は
、「
為
他
有
」
は
「
業
識
」
な
り
。「
業
識
有
」、「
為
他
有
」
な
り
と
も
、
狗

子
無
、
仏
性
無
な
り
。
業
識
い
ま
だ
狗
子
を
会
せ
ず
、
狗
子
い
か
で
か
仏
性
に
あ
は
ん
。
た
と
ひ
双
放
双
収
す
と
も
、

な
ほ
こ
れ
業
識
の
始
終
な
り
。

趙
州
有
僧
問
、「
狗
子
還
有
仏
性
也
無
」。
こ
の
問
取
は
、
こ
の
僧
、
搆
得
趙
州
の
道
理
な
る
べ
し
。
し
か
あ
れ
ば
、

仏
性
の
道
取
問
取
は
、
仏
祖
の
家
常
茶
飯
な
り
。
趙
州
い
は
く
、「
有
」。
こ
の
有
の
様
子
は
、
教
家
の
論
師
等
の
有
に

あ
ら
ず
、
有
部
の
論
有
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
す
ゝ
み
て
仏
有
を
学
す
べ
し
。
仏
有
は
趙
州
有
な
り
、
趙
州
有
は
狗
子
有

な
り
、
狗
子
有
は
仏
性
有
な
り
。
僧
い
は
く
、「
既
有
、
為
甚
麼
却
撞
入
這
皮
袋
」。
こ
の
僧
の
道
得
は
、
今
有
な
る
か
、

古
有
な
る
か
、
既
有
な
る
か
と
問
取
す
る
に
、
既
有
は
諸
有
に
相
似
せ
り
と
い
ふ
と
も
、
既
有
は
孤
明
な
り
。
既
有
は

撞
入
す
べ
き
か
、
撞
入
す
べ
か
ら
ざ
る
か
。
撞
入
這
皮
袋
の
行
履
、
い
た
づ
ら
に
蹉
過
の
功
夫
あ
ら
ず
。
趙
州
い
は
く
、

「
為
他
知
而
故
犯
」。
こ
の
語
は
、
世
俗
の
言
語
と
し
て
ひ
さ
し
く
途
中
に
流
布
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
は
趙
州
の
道

得
な
り
。
い
ふ
と
こ
ろ
は
、
し
り
て
こ
と
さ
ら
を
か
す
、
と
な
り
。
こ
の
道
得
は
、
疑
著
せ
ざ
ら
ん
、
す
く
な
か
る
べ

し
。
い
ま
一
字
の
入
あ
き
ら
め
が
た
し
と
い
へ
ど
も
、入
之
一
字
も
不
用
得
な
り
。
い
は
ん
や
欲
識
庵
中
不
死
人
、豈
離

只
今
這
皮
袋
な
り
。
不
死
人
は
た
と
ひ
阿
誰
な
り
と
も
、
い
づ
れ
の
と
き
か
皮
袋
に
莫
離
な
る
。
故
犯
は
か
な
ら
ず
し

も
入
皮
袋
に
あ
ら
ず
、
撞
入
這
皮
袋
か
な
ら
ず
し
も
知
而
故
犯
に
あ
ら
ず
。
知
而
の
ゆ
ゑ
に
故
犯
あ
る
べ
き
な
り
。
し

る
べ
し
、
こ
の
故
犯
す
な
は
ち
脱
体
の
行
履
を
覆
蔵
せ
る
な
ら
ん
。
こ
れ
撞
入
と
説
著
す
る
な
り
。
脱
体
の
行
履
、
そ
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の
正
当
覆
蔵
の
と
き
、
自
己
に
も
覆
蔵
し
、
他
人
に
も
覆
蔵
す
。
し
か
も
か
く
の
ご
と
く
な
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ

の
が
れ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
か
れ
、
驢
前
馬
後
漢
。
い
は
ん
や
、
雲
居
高
祖
い
は
く
、「
た
と
ひ
仏
法
辺
事
を
学
得
す
る
、

は
や
く
こ
れ
錯
用
心
了
也
」。
し
か
あ
れ
ば
、半
枚
学
仏
法
辺
事
ひ
さ
し
く
あ
や
ま
り
き
た
る
こ
と
日
深
月
深
な
り
と
い

へ
ど
も
、
こ
れ
這
皮
袋
に
撞
入
す
る
狗
子
な
る
べ
し
。
知
而
故
犯
な
り
と
も
有
仏
性
な
る
べ
し
。

　
　
　

⒞
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』（
同
一
二
二
～
一
二
六
頁
）

長
沙
景
岑
和
尚
の
会
に
、
竺
尚
書
と
ふ
、「
蚯
蚓
斬
為
両
段
、
両
頭
倶
動
。
未
審
仏
性
在
阿
那
箇
頭
」。
師
云
、「
莫
妄

想
」。
書
云
、「
争
奈
動
何
」。
師
云
、「
只
是
風
火
未
散
」。
い
ま
尚
書
い
は
く
の
「
蚯
蚓
斬
為
両
段
」
は
、
未
斬
時
は
一

段
な
り
と
決
定
す
る
か
。
仏
祖
の
家
常
に
不
恁
麼
な
り
。
蚯
蚓
も
と
よ
り
一
段
に
あ
ら
ず
、
蚯
蚓
き
れ
て
両
段
に
あ
ら

ず
。
一
両
の
道
取
、
ま
さ
に
功
夫
参
学
す
べ
し
。「
両
頭
倶
動
」
と
い
ふ
両
頭
は
、
未
斬
よ
り
さ
き
を
一
頭
と
せ
る
か
、

仏
向
上
を
一
頭
と
せ
る
か
。
両
頭
の
語
、
た
と
ひ
尚
書
の
会
不
会
に
か
ゝ
は
る
べ
か
ら
ず
、
語
話
を
す
つ
る
こ
と
な
か

れ
。
き
れ
た
る
両
段
は
一
頭
に
し
て
、
さ
ら
に
一
頭
の
あ
る
か
。
そ
の
動
と
い
ふ
に
倶
動
と
い
ふ
、
定
動
智
抜
と
も
に

動
な
る
べ
き
な
り
。「
未
審
仏
性
在
阿
那
箇
頭
」。「
仏
性
斬
為
両
段
、未
審
蚯
蚓
在
阿
那
箇
頭
」
と
い
ふ
べ
し
。
こ
の
道

得
は
審
細
に
す
べ
し
。「
両
頭
倶
動
、
仏
性
在
阿
那
箇
頭
」
と
い
ふ
は
、
倶
動
な
ら
ば
仏
性
の
所
在
に
不
堪
な
り
と
い
ふ

か
。
倶
動
な
れ
ば
、
動
は
と
も
に
動
ず
と
い
ふ
と
も
、
仏
性
の
所
在
は
そ
の
な
か
に
い
づ
れ
な
る
べ
き
ぞ
と
い
ふ
か
。

師
い
は
く
、「
莫
妄
想
」。
こ
の
宗
旨
は
、
作
麼
生
な
る
べ
き
ぞ
。
妄
想
す
る
こ
と
な
か
れ
、
と
い
ふ
な
り
。
し
か
あ
れ

ば
、
両
頭
倶
動
す
る
に
妄
想
な
し
、
妄
想
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
か
、
た
ゞ
仏
性
は
妄
想
な
し
と
い
ふ
か
。
仏
性
の
論
に
お

よ
ば
ず
、
両
頭
の
論
に
お
よ
ば
ず
、
た
ゞ
妄
想
な
し
と
道
取
す
る
か
、
と
も
参
究
す
べ
し
。「
動
ず
る
は
い
か
ゞ
せ
ん
」

と
い
ふ
は
、
動
ず
れ
ば
さ
ら
に
仏
性
一
枚
を
か
さ
ぬ
べ
し
と
道
取
す
る
か
、
動
ず
れ
ば
仏
性
に
あ
ら
ざ
ら
ん
と
道
著
す

る
か
。「
風
火
未
散
」
と
い
ふ
は
、
仏
性
を
出
現
せ
し
む
る
な
る
べ
し
。
仏
性
な
り
と
や
せ
ん
、
風
火
な
り
と
や
せ
ん
。
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仏
性
と
風
火
と
、
倶
出
す
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
、
一
出
一
不
出
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
、
風
火
す
な
は
ち
仏
性
と
い
ふ
べ
か
ら

ず
。
ゆ
ゑ
に
長
沙
は
蚯
蚓
に
有
仏
性
と
い
は
ず
、蚯
蚓
無
仏
性
と
い
は
ず
。
た
ゞ
「
莫
妄
想
」
と
道
取
す
、「
風
火
未
散
」

と
道
取
す
。
仏
性
の
活
計
は
、
長
沙
の
道
を
卜
度
す
べ
し
。
風
火
未
散
と
い
ふ
言
語
、
し
づ
か
に
功
夫
す
べ
し
。
未
散

と
い
ふ
は
、
い
か
な
る
道
理
か
あ
る
。
風
火
の
あ
つ
ま
れ
り
け
る
が
、
散
ず
べ
き
期
い
ま
だ
し
き
と
道
取
す
る
に
、
未

散
と
い
ふ
か
。
し
か
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
風
火
未
散
は
ほ
と
け
法
を
と
く
、
未
散
風
火
は
法
ほ
と
け
を
と
く
。
た

と
へ
ば
一
音
の
法
を
と
く
時
節
到
来
な
り
。
説
法
の
一
音
な
る
、
到
来
の
時
節
な
り
。
法
は
一
音
な
り
、
一
音
の
法
な

る
ゆ
ゑ
に
。
又
、
仏
性
は
生
の
と
き
の
み
に
あ
り
て
、
死
の
と
き
は
な
か
る
べ
し
と
お
も
ふ
、
も
と
も
少
聞
薄
解
な
り
。

生
の
と
き
も
有
仏
性
な
り
、
無
仏
性
な
り
。
死
の
と
き
も
有
仏
性
な
り
、
無
仏
性
な
り
。
風
火
の
散
未
散
を
論
ず
る
こ

と
あ
ら
ば
、
仏
性
の
散
不
散
な
る
べ
し
。
た
と
ひ
散
の
と
き
も
仏
性
有
な
る
べ
し
、
仏
性
無
な
る
べ
し
。
た
と
ひ
未
散

の
と
き
も
有
仏
性
な
る
べ
し
、
無
仏
性
な
る
べ
し
。
し
か
あ
る
を
、
仏
性
は
動
不
動
に
よ
り
て
在
不
在
し
、
識
不
識
に

よ
り
て
神
不
神
な
り
、
知
不
知
に
性
不
性
な
る
べ
き
と
邪
執
せ
る
は
、
外
道
な
り
。
無
始
劫
来
は
、
癡
人
お
ほ
く
識
神

を
認
じ
て
仏
性
と
せ
り
、
本
来
人
と
せ
る
、
笑
殺
人
な
り
。
さ
ら
に
仏
性
を
道
取
す
る
に
、
拕
泥
滞
水
な
る
べ
き
に
あ

ら
ざ
れ
ど
も
、
牆
壁
瓦
礫
な
り
。
向
上
に
道
取
す
る
と
き
、
作
麼
生
な
ら
ん
か
こ
れ
仏
性
。
還
委
悉
麼
。
三
頭
八
臂
。

　
　

正
法
眼
蔵
仏
性
第
三

こ
こ
で
は
詳
細
に
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
成
立
過
程
を
考
え
る
に
、
⒜
⒝
が
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
金

沢
文
庫
本
の
一
五
則
と
一
四
則
で
あ
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
く
、
既
に
『
仏
性
』
の
撰
述
が
構
想
さ
れ
て
そ
の
重
要
な
公
案

が
選
択
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
仏
性
』
の
構
成
が
構
想
さ
れ
て
、
更
に
具
体
化
し
て
、
釈
迦
牟
尼
仏
・
仏
・
馬
鳴
・
五

祖
弘
忍
・
六
祖
慧
能
・
六
祖
示
行
昌
・
龍
樹
円
月
相
・
塩
官
斉
安
・
潙
山
霊
祐
・
百
丈
懐
海
・
黄
蘗
希
運
・
趙
州
従
諗
・
長

沙
景
岑
の
順
に
整
然
と
公
案
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
先
に
示
し
た
大
慧
宗
杲
の
無
字
の
多
用
は
、
そ
れ
と
は
異
に
す
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る
⒝
で
あ
り
、
仏
性
有
と
仏
性
無
を
一
つ
の
公
案
と
し
た
の
は
、
道
元
に
と
っ
て
『
宏
智
録
』
巻
一
以
外
に
あ
り
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
仏
性
』
は
⒝
と
⒞
は
、
連
続
し
て
い
る
が
、
⒞
の
癡
人
の
「
識
神
」
説
の
否
定
は
、
道
元
の
仏
性
観

の
重
要
な
課
題
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

先
の
三
つ
の
公
案
に
留
ま
ら
ず
、『
仏
性
』
と
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
使
用
さ
れ
た
用
語
と
の
関
係
は
、
他
の
道
元
の
著
述

と
共
に
次
の
よ
う
に
一
三
の
則
が
指
摘
で
き
る
。

① 

下
巻
一
則
の
「
達
磨
皮
肉
骨
髄
」
と
『
仏
性
』（
同
七
三
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、四
六
上
堂
・『
行
仏
威

儀
』・『
葛
藤
』・『
三
十
七
品
菩
提
分
法
』。

② 

金
沢
文
庫
本
一
則
「
南
嶽
説
似
一
物
」
と
『
仏
性
』（
同
七
三
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、三
上
堂
・
巻
五
、

三
七
四
上
堂
・
巻
七
、四
九
〇
上
堂
・
巻
八
、
小
参
一
三
・
小
参
一
七
・
巻
九
、
頌
古
五
九
則
・『
恁
麼
』・『
古
鏡
』・

『
画
餅
』・『
仏
経
』・『
法
性
』・『
遍
参
』・『
発
菩
提
心
』・
別
本
『
遍
参
』。

③ 

上
巻
五
八
則
「
石
霜
徧
界
不
蔵
」
と
『
仏
性
』（
同
七
四
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、五
三
上
堂
・
巻
八
、
小

参
一
二
・『
行
仏
威
儀
』・『
坐
禅
箴
』・『
授
記
』・『
夢
中
説
夢
』・『
阿
羅
漢
』・
別
本
『
大
悟
』。

④ 

金
沢
文
庫
本
二
七
則
「
文
殊
前
三
後
三
」
と
『
仏
性
』（
同
八
〇
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
〇
、偈
頌
六
二
・

『
空
華
』・『
都
機
』・『
大
修
行
』。

⑤ 

上
巻
八
八
則
「
居
士
明
明
祖
意
」
と
『
仏
性
』（
同
八
〇
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、九
上
堂
・
巻
四
、二
九
六

上
堂
・
三
二
九
上
堂
・
巻
八
、
法
語
五
・
巻
九
、
頌
古
五
則
・『
行
仏
威
儀
』・『
光
明
』・『
授
記
』。『
都
機
』・『
夢
中

説
夢
』。

⑥ 

上
巻
四
一
則
「
石
頭
問
取
露
柱
」
と
『
仏
性
』（
同
八
五
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
五
、三
五
六
上
堂
・『
礼
拝

得
髓
』・『
道
得
』。
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⑦ 

下
巻
八
八
則
「
趙
州
四
大
五
蘊
」
と
『
仏
性
』（
同
一
〇
〇
頁
・
一
〇
七
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
二
、一
四
〇

上
堂
外
多
数
。

⑧ 

下
巻
七
則
「
臨
済
你
是
俗
漢
」
と
『
仏
性
』（
同
一
〇
一
頁
）。

⑨ 

上
巻
三
九
則
「
道
怤
年
頭
仏
法
」
と
『
仏
性
』（
同
一
〇
九
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、三
二
上
堂
・
巻
三
、

二
二
七
上
堂
・
巻
四
、三
一
〇
上
堂
。

⑩ 
中
巻
五
七
則
（
金
欠
）「
潙
山
有
句
無
句
」
と
『
仏
性
』（
同
一
一
六
頁
）。

⑪ 

上
巻
五
七
則
「
南
泉
智
不
到
処
」
と
『
仏
性
』（
同
一
一
七
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、五
上
堂
・
巻
八
、
法

語
五
・『
身
心
学
道
』・『
一
顆
明
珠
』・『
道
得
』・『
眼
睛
』・『
三
十
七
品
菩
提
分
法
』。

⑫ 

金
沢
文
庫
本
三
九
則
「
仰
山
郎
中
看
経
」
と
『
仏
性
』（
同
一
二
〇
～
一
二
一
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
五
、

四
〇
一
上
堂
・『
行
仏
威
儀
』・『
見
仏
』。

⑬ 

金
沢
文
庫
本
二
六
則
「
大
巓
良
久
機
縁
」
と
『
仏
性
』（
同
一
二
三
頁
）。

も
ち
ろ
ん
問
題
は
た
だ
中
国
禅
籍
の
引
用
に
留
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
、
道
元
の
仏
性
説
と
の
相
違
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
た
と

え
ば
、『
仏
性
』
に
有
名
な
次
の
引
用
が
あ
る
。

仏
言
、「
欲
知
仏
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
若
至
、
仏
性
現
前
」。（
同
七
七
頁
）

そ
の
出
典
は
仏
典
に
あ
る
の
は
な
く
、『
聯
灯
会
要
』
巻
七
の
次
の
「
潙
山
霊
祐
章
」
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

福
州
長
谿
趙
氏
子
。
侍
立
百
丈
、
夜
深
。
丈
云
、
看
炉
中
。
有
火
也
無
。
師
撥
云
、
無
。
丈
躬
至
炉
辺
、
深
撥
得
少
火
、

夾
起
示
之
云
、
儞
道
無
、
這
箇
鎖
。
師
於
此
大
悟
、
作
礼
、
呈
其
所
解
。
丈
云
、
此
乃
暫
時
岐
路
耳
。
経
云
、
欲
識
仏

性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
若
至
、
其
理
自
彰
。
便
知
、
己
物
不
従
外
得
。
祖
師
云
、
悟
了
同
未
悟
、
無
心
亦
無
法
。

只
是
無
虚
妄
、
凡
聖
等
心
。
本
来
心
法
、
元
自
備
足
。
汝
今
既
爾
、
善
自
護
持
。（
臨
川
書
店
本
二
丁
左
～
三
丁
右
。
続
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蔵
巻
一
三
六
―
二
七
〇
左
下
参
照
）

し
か
し
、
こ
れ
と
て
道
元
の
引
用
と
全
同
で
は
な
い
。『
統
要
集
』
巻
四
「
潙
山
霊
祐
章
」
を
合
糅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

潭
州
大
潙
祐
禅
師
〈
嗣
百
丈
〉、
在
百
丈
時
、
夜
侍
立
次
、
丈
云
、
看
炉
内
、
有
火
也
無
。
師
看
来
報
云
、
無
。
丈
躬
自

至
、
炉
深
撥
忽
得
少
火
、
夾
起
云
、
爾
道
無
、
這
箇
聻
。
師
因
而
契
悟
。
丈
云
、
欲
知
仏
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時

節
若
至
、
其
理
自
契
。
便
知
、
己
物
不
従
外
得
、
汝
善
護
持
。（
宋
版
二
五
丁
左
～
二
六
丁
右
）

少
な
く
と
も
道
元
が
百
丈
懐
海
自
身
の
語
で
は
な
く
、「
仏
」
の
語
で
あ
る
と
し
て
引
用
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ

れ
よ
り
も
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
原
意
を
離
れ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
に
言
わ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

し
る
べ
し
、「
時
節
若
至
」
は
、
十
二
時
中
不
空
過
な
り
。「
若
至
」
は
、「
既
至
」
と
い
は
ん
が
ご
と
し
。
時
節
若
至
す

れ
ば
、
仏
性
不
至
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
時
節
す
で
に
い
た
れ
ば
、
こ
れ
仏
性
の
現
前
な
り
。
あ
る
い
は
其

理
自
彰
な
り
。
お
ほ
よ
そ
時
節
の
若
至
せ
ざ
る
時
節
い
ま
だ
あ
ら
ず
、仏
性
の
現
前
せ
ざ
る
仏
性
あ
ら
ざ
る
な
り
。（
同

七
九
頁
）

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
道
元
の
「
仏
性
」
観
は
完
結
す
る
の
で
あ
る
。

お
ほ
よ
そ
仏
性
の
道
理
、
あ
き
ら
む
る
先
達
す
く
な
し
。
諸
阿
笈
摩
教
お
よ
び
経
論
師
の
し
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
仏
祖

の
児
孫
の
み
単
伝
す
る
な
り
。
仏
性
の
道
理
は
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り
の
ち
に

具
足
す
る
な
り
。
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
参
す
る
な
り
。
こ
の
道
理
、
よ
く
よ
く
参
究
功
夫
す
べ
し
。
三
二
十
年
も

功
夫
参
学
す
べ
し
。
十
聖
三
賢
の
あ
き
ら
む
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
衆
生
有
仏
性
、
衆
生
無
仏
性
と
道
取
す
る
、
こ
の

道
理
な
り
。
成
仏
以
来
に
具
足
す
る
法
な
り
と
参
学
す
る
正
的
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
学
せ
ざ
る
は
仏
法
に
あ
ら
ざ
る

べ
し
。（
同
八
七
頁
）
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こ
の
よ
う
な
自
由
な
解
釈
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
話
の
場
合
は
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
な
い
。
た
だ
、
既
に
真
字
『
正

法
眼
蔵
』
で
も
、
準
備
が
完
了
し
て
い
る
例
を
私
は
上
巻
八
則
の
「
南
嶽
磨
塼
打
車
（
＝
磨
塼
作
鏡
）」
の
話
で
指
摘
し
た
こ

と
が
あ
る
。

洪
州
江
西
馬
祖
大
寂
禅
師
〈
嗣
南
嶽
、
諱
道
一
〉、
参
侍
南
嶽
、
密
受
心
印
、
蓋
抜
同
参
。
住
伝
法
院
、
常
日
坐
禅
。
南

嶽
知
是
法
器
、
往
師
所
問
曰
、
大
徳
坐
禅
図
箇
什
麼
。
師
曰
、
図
作
仏
。
南
嶽
乃
取
一
塼
、
於
師
庵
前
石
上
磨
。
師
遂

問
、
師
作
什
麼
。
南
嶽
曰
、
磨
作
鏡
。
師
曰
、
磨
塼
豈
得
成
鏡
耶
。
南
嶽
曰
、
坐
禅
豈
得
作
仏
耶
。
師
曰
、
如
何
即
是
。

南
嶽
曰
、
如
人
駕
車
、
車
若
不
行
、
打
車
即
是
、
打
牛
即
是
。
師
無
対
。
南
嶽
又
示
曰
、
汝
為
学
坐
禅
、
為
学
坐
仏
。

若
学
坐
禅
、
禅
非
坐
臥
。
若
学
坐
仏
、
仏
非
定
相
。
於
無
住
法
、
不
応
取
捨
。
汝
若
坐
仏
、
即
是
殺
仏
。
若
執
坐
相
、

非
達
其
理
。
師
聞
示
誨
、
如
飲
醍
醐
。（
春
秋
社
版
一
二
八
～
一
三
〇
頁
）

こ
の
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
話
は
、
そ
の
出
典
は
も
は
や
中
国
禅
籍
に
は
存
在
し
な
い
。
道
元
に
よ
る
『
景
徳
伝
灯
録
』

巻
六
「
馬
祖
道
一
章
」（
禅
文
化
本
―
八
八
頁
）
と
同
巻
五
「
南
嶽
懐
譲
章
」（
同
七
六
～
七
七
頁
）
の
合
糅
に
よ
る
創
作
で
あ

る
。つ
ま
り
「
磨
塼
作
鏡
」
の
話
よ
り
先
に
既
に
馬
祖
道
一
は
南
嶽
懐
譲
よ
り
「
密
受
心
印
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
中
国
禅
宗
史
話
〈
真
字
「
正
法
眼
蔵
」
に
学
ぶ
〉』（
一
二
四
頁
以
下
、禅

文
化
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
以
来
、「
道
元
の
「
密
受
心
印
よ
り
こ
の
か
た
」
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第

二
四
号
、
二
〇
一
二
年
）
等
で
詳
細
に
論
じ
、
主
張
し
続
け
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
禅
で
は
「
塼
」
を
「
磨
」
い
て
も
、「
鏡
」

に
「
作
」
れ
な
い
話
で
あ
る
が
、『
正
法
眼
蔵
古
鏡
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
る
。

ま
こ
と
に
し
り
ぬ
、
磨
塼
の
鏡
と
な
る
と
き
、
馬
祖
作
仏
す
。
馬
祖
作
仏
す
る
と
き
、
馬
祖
す
み
や
か
に
馬
祖
と
な
る
。

馬
祖
の
馬
祖
と
な
る
と
き
、
坐
禅
す
み
や
か
に
坐
禅
と
な
る
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
塼
を
磨
し
て
鏡
と
な
す
こ
と
、
古
仏

の
骨
髄
に
住
持
せ
ら
れ
き
た
る
。（
岩
波
文
庫
本
㈡
四
三
頁
）
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こ
う
し
て
道
元
は
「
塼
」
を
「
磨
」
い
て
「
鏡
」
を
「
作
」
る
話
と
な
る
の
で
あ
る
。
詳
細
は
前
掲
の
論
に
譲
る
こ
と
に
し

よ
う
。

以
上
で
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
か
ら
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
へ
の
成
立
過
程
の
い
く
つ
か
の
事
例
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
事
例
は
全
て
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
は
あ
る
が
、
主
な
特
色
を
紹
介
で
き
た
と
思
う
。

四
　
若
山
悠
光
の
画
期
的
な
別
本
三
部
作
の
新
研
究

『
正
法
眼
蔵
』
の
漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ
と
完
成
す
る
過
程
に
お
い
て
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
重
要
な
性
格
と
し

て
は
、
私
の
研
究
は
も
っ
ぱ
ら
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
台
本
の
役
割
と
し
て
の
特
色
と
し
て
分
析
し
て
き
た
。
こ
こ
に
最
初

に
掲
げ
た
若
山
悠
光
氏
に
よ
る
画
期
的
な
別
本
三
部
作
が
出
現
し
た
。
詳
細
は
そ
れ
ら
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
特
に

今
回
の
問
題
に
お
い
て
、「
別
本
『
仏
向
上
事
』
の
性
格
―
『
永
平
広
録
』
巻
八
法
語
一
一
と
関
連
し
て
―
」（『
駒
澤
大
学
大

学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
第
四
九
号
、
二
〇
一
六
年
）
は
注
目
す
べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
い
う
別
本
と
は
、
一

般
に
知
ら
れ
る
『
正
法
眼
蔵
仏
向
上
事
』（
岩
波
文
庫
本
㈡
一
二
八
頁
以
下
）
の
草
案
本
に
当
た
り
、
永
平
寺
に
所
蔵
さ
れ
る

二
十
八
巻
本
（
秘
本
と
も
称
す
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
活
字
化
は
春
秋
社
版
第
二
巻
）。
た
と
え
ば
、
こ
の
別
本

『
仏
向
上
事
』（
＝
秘
本
）
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
説
と
し
て
次
の
河
村
孝
道
氏
の
説
が
あ
る
。

こ
の
秘
本
の
『
仏
向
上
事
』
は
、
本
文
頭
初
が
洞
山
仏
向
上
事
語
話
の
本
文
数
行
か
ら
成
っ
て
い
る
所
か
ら
の
按
名
と

思
わ
れ
、
実
際
に
は
本
文
内
容
は
「
仏
向
上
事
・
身
心
学
道
・
行
仏
威
儀
・
古
仏
心
・
観
音
」
等
の
諸
巻
を
草
稿
さ
れ

る
に
当
た
っ
て
の
考
想
メ
モ
の
一
種
と
し
て
あ
っ
た
も
の
を
、秘
本
各
巻
を
筆
者
し
た
人
物
に
依
っ
て
合
収
書
写
さ
れ
、
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そ
の
際
に
当
初
の
仏
向
上
事
話
の
文
か
ら
『
仏
向
上
事
』
と
按
名
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
考
さ
れ
る
。（『
正
法
眼
蔵

の
成
立
史
的
研
究
』
五
四
〇
頁
、
一
九
八
七
年
、
春
秋
社
。
若
山
論
文
三
九
頁
）

こ
の
説
に
対
し
て
、
若
山
氏
は
「
個
別
的
主
題
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
思
想
の
流
れ
が
認
め
ら
れ
」「
一
つ
の
ま
と
ま
り

が
あ
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
別
本
を
八
段
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
八
段
に
は
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
前
後

に
成
立
し
た
『
正
法
眼
蔵
』
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
し
、
各
段
の
一
と
『
仏
向
上
事
』、
二
と
『
光
明
』、
三
と
『
坐
禅
儀
』、

四
と
『
身
心
学
道
』
及
び
『
坐
禅
箴
』、
五
と
『
古
仏
心
』、
六
と
『
身
心
学
道
』、
七
と
『
行
仏
威
儀
』、
八
と
『
観
音
』
と
に
見

ら
れ
る
類
似
の
思
想
を
比
較
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
最
初
の
洞
山
良
价
の
示
衆
と
の
関
係
は
、
既
に
こ
の
論
文
の
中
の
『
道

得
』
の
と
こ
ろ
で
検
討
し
て
、
複
雑
な
引
用
関
係
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
要
は
別
本
に
こ
の
示
衆
が
あ
る
故
に
、
別
本

も
『
仏
向
上
事
』
と
呼
ば
れ
る
に
到
っ
た
こ
と
は
誰
一
人
認
め
な
い
者
は
い
な
い
。こ
こ
で
は
二
段
と
『
光
明
』
の
関
係
の
指

摘
の
み
紹
介
し
て
お
こ
う
。

別
本
の
文
面
に
は
次
の
文
が
あ
る
。

し
か
あ
れ
ば
、
生
死
去
来
の
、
仏
音
声
を
通
ず
る
あ
り
、
風
雨
水
火
の
、
仏
音
声
を
あ
ぐ
る
あ
り
。
厨
庫
・
山
門
の
、

ひ
ろ
く
其
声
を
開
演
し
、
僧
堂
・
仏
殿
、
た
か
く
そ
の
声
を
重
説
す
。
し
か
の
み
に
あ
ら
ず
、
諸
法
い
づ
れ
も
こ
の
仏

音
声
の
な
か
ば
を
き
か
し
め
、
三
界
お
の
お
の
、
こ
の
仏
音
声
の
少
許
を
わ
す
れ
ざ
る
な
り
。（
春
秋
社
版
五
七
〇
頁
）

こ
れ
が
『
光
明
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
と
き
、
上
堂
示
衆
云
、「
人
々
尽
有
光
明
在
、
看
時
不
見
暗
昏
々
、
作
麼
生
是
諸
人
光
明
在
」。
衆
無
対
。
自
代
云
、

「
僧
堂
・
仏
殿
・
厨
庫
・
山
門
」。
い
ま
大
師
道
の
「
人
々
尽
有
光
明
在
」
は
、
の
ち
に
出
現
す
べ
し
と
い
は
ず
、
往
世

に
あ
り
し
と
い
は
ず
、
傍
観
の
現
成
と
い
は
ず
。「
人
々
、
自
有
、
光
明
在
」
と
道
取
す
る
を
、
あ
き
ら
か
に
聞
持
す
べ

き
な
り
。（
岩
波
文
庫
本
㈠
二
九
一
～
二
九
二
頁
）
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も
ち
ろ
ん
、
後
に
問
題
に
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
次
の
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
上
巻
八
一
則
に
基
づ
く
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

雲
門
示
衆
云
、
人
人
尽
有
光
明
在
。
看
時
不
見
暗
昏
昏
。
作
麼
生
是
光
明
在
。
衆
無
対
。
自
代
云
、
僧
堂
・
仏
殿
・
厨

庫
・
三
門
。
又
云
、
好
事
不
如
無
。（
春
秋
社
版
一
六
六
頁
）

更
に
漢
文
文
献
（
中
国
禅
）
か
ら
仮
名
文
献
（
道
元
禅
）
の
和
語
化
を
課
題
に
し
続
け
た
私
に
と
っ
て
驚
愕
し
た
若
山
氏
の

分
析
は
、
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
草
案
本
で
あ
る
別
本
が
、
次
の
漢
文
で
あ
っ
た
『
永
平
広
録
』
巻
八
に
所
収
さ
れ
る
「
法

語
」
一
一
の
全
体
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
法
語
を
若
山
氏
は
現
代
語
訳
と
注
を
付
し
て
詳
細
に

検
討
す
る
が
、
彼
女
に
従
っ
て
五
段
に
分
け
る
。

一
、
⒜
全
体
本
然
、
誰
逗
処
所
。
通
身
親
切
、
豈
尋
蹤
由
。
既
超
一
句
、
焉
労
三
乗
。
撒
手
兮
便
当
、
翻
身
兮
即
露
。

実
是
①
霊
山
破
顔
以
後
、
四
七
未
得
添
一
糸
毫
。
②
少
林
徹
髄
以
来
、
二
三
何
堪
減
一
糸
毫
者
哉
。
不
渉
言
宣
、
唯
証

契
。
無
滞
念
想
、
是
直
指
。
是
以
室
峰
九
年
之
面
壁
、
声
名
遠
聞
。
黄
梅
三
更
之
伝
衣
、
風
光
顕
赫
。
彼
③
倶
胝
一
指
、

④
黄
檗
三
頓
、
⑤
百
丈
払
、
臨
済
喝
、
⑥
洞
山
麻
三
斤
、
雲
門
乾
屎
橛
、
未
拘
生
仏
之
階
梯
、
已
超
迷
悟
之
辺
際
者
也
。

何
比
待
証
悟
於
他
者
、
認
影
終
非
吾
、
存
知
見
於
体
者
、
逐
塊
未
為
人
者
乎
。

二
、
誠
夫
仏
祖
単
伝
之
旨
、
言
外
領
略
之
宗
者
、
不
在
先
哲
公
案
之
処
、
古
徳
証
入
之
処
、
不
在
語
句
論
量
之
処
、
問

答
往
来
之
処
、
不
在
知
見
解
会
之
処
、
思
量
念
度
之
処
、
不
在
談
玄
談
妙
之
処
、
説
心
説
性
之
処
。
唯
放
這
柄
、
不
留

瞥
地
、
当
処
団
欒
、
故
能
満
眼
矣
。
脳
後
豁
開
真
密
路
、
面
前
不
識
好
知
音
。

三
、
⒝
大
師
釈
尊
正
法
眼
蔵
、
西
天
東
地
分
附
来
多
時
也
。
界
畔
不
識
在
。
所
謂
分
附
来
多
時
者
、
這
一
片
田
地
也
。

這
一
片
田
地
者
、
吾
等
直
下
之
田
地
也
。
古
人
称
之
大
道
者
歟
。
既
云
多
時
、
不
能
算
数
、
不
可
籌
量
。
事
旧
時
遥
、

四
至
界
畔
雖
不
暁
了
、
住
持
理
就
保
任
日
新
。
此
日
新
事
、
自
有
際
断
也
。
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四
、
就
中
有
行
有
教
有
証
。
⒞
彼
行
者
、
功
夫
坐
禅
也
。
此
行
到
仏
尚
不
退
者
例
也
、
所
以
被
仏
行
也
。
教
証
準
而
可

撿
歟
。
此
坐
禅
也
、
仏
仏
相
伝
、
祖
祖
直
指
、
独
嫡
嗣
者
也
。
余
者
雖
聞
其
名
、
不
同
仏
祖
坐
禅
也
。
所
以
者
何
、
諸

宗
坐
禅
、
待
悟
為
則
。
譬
如
仮
船
筏
而
度
大
海
、
将
謂
度
海
而
可
抛
船
矣
。
吾
仏
祖
坐
禅
不
然
、
是
乃
仏
行
也
。

五
、
⒟
所
謂
仏
家
為
体
者
、
宗
説
行
一
等
也
、
一
如
也
。
宗
者
証
也
、
説
者
教
也
、
行
者
修
也
。
向
来
共
存
学
習
也
。
応

知
、
行
者
行
於
宗
説
也
、
説
者
説
於
宗
行
也
、
宗
者
証
於
説
行
也
。
行
若
不
行
説
不
行
証
、
何
云
行
仏
法
。
説
若
不
説

行
不
説
証
、
難
称
説
仏
法
。
証
若
不
証
行
不
証
説
、
争
名
証
仏
法
。
当
知
⒠
仏
法
者
初
中
後
一
也
、
初
中
後
善
也
、
初

中
後
無
也
、
初
中
後
空
也
。
⒡
這
一
段
事
、
未
是
人
之
強
為
、
本
自
法
之
云
為
也
。
既
知
於
仏
法
中
有
教
行
証
。
一
刹

那
田
地
、
無
不
多
時
。
日
来
所
貴
中
間
樹
子
、
也
有
不
可
惜
。
教
既
如
是
、
行
亦
如
是
、
証
亦
如
是
。
正
当
恁
麼
、
不

管
自
管
得
、
自
管
不
得
、
教
也
、
行
也
、
証
也
。
所
通
達
処
、
豈
得
非
仏
法
乎
。（
春
秋
社
版
一
六
〇
～
一
六
四
頁
）

こ
の
法
語
は
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
を
素
材
と
し
て
い
る
と
し
、
①
下
巻
五
三
則
、
②
下
巻
一
則
、
③
下
巻
四
五
則
、
④

上
巻
二
七
則
、
⑤
上
巻
五
四
則
、
⑥
金
沢
文
庫
本
七
二
則
が
指
摘
さ
れ
る
。
更
に
別
本
と
、
法
語
の
⒜
と
六
段
（
春
秋
社
版

五
七
三
頁
）、
⒝
と
八
段
（
同
五
七
九
頁
）、
⒞
と
三
段
（
同
五
七
一
頁
）、
⒟
と
六
段
（
同
五
七
四
頁
）、
⒠
と
二
段
（
同
五
七
〇

頁
）、
⒡
と
六
段
（
同
五
七
三
頁
）
の
関
係
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
分
か
り
や
す
い
顕
著
な
例
と
し
て
三
段
の
⒝
と
の
関
連

を
例
に
あ
げ
る
と
、
こ
こ
は
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
で
は
な
い
が
、『
玄
沙
広
録
』
中
巻
（
続
蔵
巻
一
二
六
―
一
八
九
左
下
）
を

引
用
し
て
別
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ふ
る
き
人
の
い
は
く
、
こ
の
一
印
の
田
地
、
な
ん
ぢ
に
う
り
、
あ
た
ふ
る
こ
と
ひ
さ
し
。
然
あ
る
を
四
至
界
畔
し
ら
れ

ざ
る
こ
と
あ
り
。
ひ
ご
ろ
は
田
地
は
の
こ
ら
ず
あ
た
へ
し
か
ど
も
、
中
心
に
あ
り
つ
る
樹
子
は
、
い
ま
だ
あ
た
へ
ざ
り

つ
る
を
、
い
ま
よ
り
は
樹
子
を
も
を
し
む
べ
か
ら
ず
と
い
へ
り
。
こ
れ
を
参
学
す
る
に
は
、
こ
の
田
地
を
さ
づ
け
ら
れ

て
ひ
さ
し
く
な
り
に
け
る
こ
と
を
わ
す
れ
ざ
る
べ
し
。
界
畔
を
た
ひ
ら
か
に
し
て
四
至
あ
き
ら
か
な
り
。
遊
戯
す
る
と
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こ
ろ
に
こ
と
ご
と
く
瑞
を
な
し
祥
を
な
す
。
ま
こ
と
に
わ
れ
ら
に
つ
き
に
け
る
田
地
、
か
く
の
ご
と
く
あ
り
け
る
と
お

も
ひ
あ
は
す
べ
し
。（
春
秋
社
版
五
七
九
頁
）

こ
の
よ
う
に
「
法
語
」
全
体
か
ら
考
え
る
と
、
ま
ず
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
を
素
材
に
し
て
漢
文
の
「
法
語
」
が
成
立
し
、
そ

の
「
法
語
」
か
ら
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
へ
と
成
立
し
て
い
っ
た
過
程
が
、
研
究
史
上
始
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
更
に
別
本
か
ら
再
治
の
段
階
に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
が
素
材
と
し
て
成
立
す

る
の
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
本
九
一
則
「
石
頭
不
得
不
知
」（
臨
川
書
店
本
四
六
〇
頁
）
が
、
再
治
の
『
仏
向
上
事
』（
岩
波
文
庫

本
㈡
一
四
〇
～
二
頁
）
に
、
長
文
で
展
開
す
る
の
が
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は

資
料
を
示
す
こ
と
は
割
愛
し
て
お
こ
う
。
ま
た
別
本
と
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
若
山
氏
の
論
文
に
は
別

本
の
現
代
語
訳
と
共
に
詳
細
な
注
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
再
説
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
則
名
の
み
挙
げ
る
と
、
上
巻
一
二

則
「
洞
山
仏
向
上
事
」、
上
巻
八
一
則
「
雲
門
人
人
光
明
」、
上
巻
八
八
則
「
居
士
明
明
祖
意
」、
金
沢
文
庫
本
二
九
則
「
薬
山

不
思
量
底
」、
上
巻
一
九
則
「
南
泉
平
常
是
道
」、
金
沢
文
庫
本
一
則
「
南
嶽
説
似
一
物
」、
下
巻
七
七
則
「
厳
陽
一
物
不
将
」、

金
沢
文
庫
本
九
二
則
「
長
慶
見
色
見
心
」、
金
沢
文
庫
本
一
二
則
「
玄
沙
三
界
唯
心
」、
下
巻
五
七
則
「
雲
門
聞
声
悟
道
」、
金

沢
文
庫
本
二
五
則
「
曹
山
如
井
覰
驢
」、
上
巻
五
七
則
「
南
泉
智
不
到
処
」、
金
沢
文
庫
本
五
五
則
「
霊
雲
桃
花
悟
道
」、
上
巻

一
七
則
「
香
厳
撃
竹
大
悟
」
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
一
つ
興
味
深
い
例
を
挙
げ
る
と
す
る
と
、
別
本
の
次
の
例
が
あ
る
。

長
慶
と
い
ひ
し
、
保
福
和
尚
に
問
、
い
ろ
を
み
る
は
、
す
な
は
ち
こ
こ
ろ
を
み
る
と
い
ふ
、
ま
た
、
ふ
ね
を
み
る
や
。

保
福
云
く
、
み
る
。
長
慶
の
云
く
、
ふ
ね
は
し
ば
ら
く
お
く
、
い
か
に
あ
ら
ん
か
こ
れ
心
。
保
福
ゆ
び
し
て
、
ふ
ね
を

さ
す
。（
春
秋
社
版
五
七
六
頁
）

こ
の
引
用
は
金
沢
文
庫
本
九
二
則
「
長
慶
見
色
見
心
」
の
話
で
あ
る
。
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長
慶
問
保
福
、
見
色
便
見
心
、
還
見
船
子
麼
。
福
曰
、
見
。
慶
云
、
船
子
且
致
、
作
麼
生
是
心
。
福
却
指
船
子
。（
臨
川

書
店
本
四
六
〇
頁
）

こ
の
則
は
実
は
別
本
の
み
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
道
元
の
撰
述
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
断
定
は
で
き

な
い
が
、
別
本
の
こ
の
引
用
が
金
沢
文
庫
本
九
二
則
「
長
慶
見
色
見
心
」
で
あ
り
、
先
に
指
摘
し
た
再
治
さ
れ
た
『
仏
向
上

事
』
の
引
用
が
金
沢
文
庫
本
九
一
則
「
石
頭
不
得
不
知
」
で
、
両
者
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
は
思
わ
れ

な
い
。
恐
ら
く
別
本
の
九
二
則
か
ら
再
治
の
時
に
九
一
則
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
、
内
容
的
に
「
仏
向
上
事
」
の
説
が
強
調
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
岩
波
文
庫
本
は
石
頭
の
答
え
を
「
不
得
不
知
」（
同
一
四
〇
頁
）
と
す
る
が
、
こ
こ
は
金

沢
文
庫
本
の
よ
う
に
「
不
レ
得
、
不
レ
知
」
と
す
べ
き
で
、
訓
読
で
は
「
得
ず
、
知
ら
ず
」
と
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
か
ら
見
る
と
、
若
山
氏
の
別
本
『
仏
向
上
事
』
の
研
究
は
、
以
上
の
よ
う
に
注
目
す
べ
き
内
容

で
あ
っ
た
。
彼
女
の
他
の
別
本
『
心
不
可
得
』
と
別
本
『
大
悟
』
の
研
究
も
す
ば
ら
し
い
が
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
ま
と
め
て

お
こ
う
。

ま
ず
別
本
『
心
不
可
得
』
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
別
本
『
心
不
可
得
』（
仁
治
二
年
頃
）
の
成
立
が
、や
が
て
『
心
不
可
得
』

（
寛
元
元
年
）
と
『
他
心
通
』（
寛
元
三
年
）
に
分
か
れ
て
成
立
し
た
こ
と
は
、多
く
の
研
究
者
の
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

若
山
氏
の
独
創
的
な
説
を
こ
こ
で
は
二
つ
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
別
本
『
心
不
可
得
』
の
第
一
は
「
別
本
の
段
階
で
、他

心
通
の
公
案
が
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
先
ず
『
永
平
広
録
』
巻
一
の
第
一
七
上
堂
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
大
証
国
師
南
陽
慧
忠
と
大
耳
三
蔵
の
問
答
で
あ
る
「
大
耳
心
通
」
の
話
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
上
堂
は
仁
治
元
年
の
一
〇

月
か
一
一
月
頃
の
も
の
で
あ
る
が
、
道
元
の
示
し
た
五
位
尊
宿
名
（
趙
州
・
玄
沙
・
海
会
・
雪
竇
・
仰
山
。
出
典
は
『
宗
門
統

要
集
』
巻
二
が
基
本
）
が
、
編
者
の
詮
慧
に
全
く
理
解
さ
れ
ず
に
実
際
は
四
位
尊
宿
名
（
仰
山
・
玄
沙
・
玄
覚
・
趙
州
。
出
典

は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
）
と
記
録
さ
れ
、
道
元
の
拈
語
に
「
五
位
尊
宿
」
の
語
を
残
し
て
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
元
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来
、別
本
が
『
神
通
』
の
布
石
で
あ
り
、上
堂
の
内
容
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
。
別
本
が
分
か
れ
て
成
立
し
た
『
他
心
通
』
は
、

七
十
五
巻
本
で
い
え
ば
、
寛
元
三
年
七
月
四
日
に
示
衆
さ
れ
て
第
七
三
に
編
集
さ
れ
る
が
、「
心
不
可
得
」
の
主
張
、
つ
ま
り

『
神
通
』『
王
策
仙
陀
婆
』
等
の
主
張
を
失
っ
た
訳
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
簡
単
に
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
が
、
別
本
か
ら
再
治
へ
は
、
先
に
い
さ
さ
か
触
れ
た
『
道
得
』
の
介
在
も
認
め
た

上
で
、
次
の
よ
う
に
内
容
変
化
を
示
し
て
い
る
。
別
本
『
心
不
可
得
』
に
次
の
語
が
あ
る
。

徳
山
こ
の
と
き
は
じ
め
て
イ
画
に
か
け
る
も
ち
ひ
は
う
ゑ
を
や
む
る
に
あ
た
は
ず
と
し
り
、
ロ
ま
た
仏
道
修
行
に
は
か

な
ら
ず
そ
の
ひ
と
に
あ
ふ
べ
き
と
お
も
ひ
し
り
き
。
ハ
ま
た
い
た
づ
ら
に
経
書
に
の
み
か
か
は
れ
る
が
ま
こ
と
の
ち
か

ら
を
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
も
お
も
ひ
し
り
き
。（
春
秋
社
版
五
〇
〇
頁
）

別
本
後
の
示
衆
に
次
の
『
画
餅
』（
仁
治
三
年
一
一
月
五
日
示
衆
）
が
あ
る
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
⒜
画
餅
に
あ
ら
ざ
れ
ば
充
飢
の
薬
な
し
、
⒝
画
飢
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
に
相
逢
せ
ず
。
⒞
画
充

に
あ
ら
ざ
れ
ば
力
量
あ
ら
ざ
る
な
り
。
お
ほ
よ
そ
、
飢
に
充
し
、
不
飢
に
充
し
、
飢
を
充
せ
ず
、
不
飢
を
充
せ
ざ
る
こ

と
、
画
飢
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
得
な
り
、
不
道
な
る
な
り
。
し
ば
ら
く
這
箇
は
画
餅
な
る
こ
と
を
参
学
す
べ
し
。
こ
の
宗

旨
を
参
学
す
る
と
き
、
い
さ
ゝ
か
転
物
物
転
の
功
徳
を
身
心
に
究
尽
す
る
な
り
。
こ
の
功
徳
い
ま
だ
現
前
せ
ざ
る
が
ご

と
き
は
、
学
道
の
力
量
い
ま
だ
現
成
せ
ざ
る
な
り
。
こ
の
功
徳
を
現
成
せ
し
む
る
、
証
画
現
成
な
り
。（
岩
波
文
庫
本
㈡

一
〇
五
～
一
〇
六
頁
）

結
局
、
先
の
別
本
の
説
は
、
次
の
よ
う
に
『
画
餅
』
の
説
に
改
め
ら
れ
、
深
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

イ
画
に
か
け
る
も
ち
ひ
は
う
ゑ
を
や
む
る
に
あ
た
は
ず
と
し
り
、

　

⇒

　

⒜
画
餅
に
あ
ら
ざ
れ
ば
充
飢
の
薬
な
し
、

ロ
ま
た
仏
道
修
行
に
は
か
な
ら
ず
そ
の
ひ
と
に
あ
ふ
べ
き
と
お
も
ひ
し
り
き
。
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⇒

　

⒝
画
飢
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
に
相
逢
せ
ず
。

ハ
ま
た
い
た
づ
ら
に
経
書
に
の
み
か
か
は
れ
る
が
ま
こ
と
の
ち
か
ら
を
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
も
お
も
ひ
し
り
き
。

　
⇒

　

⒞
画
充
に
あ
ら
ざ
れ
ば
力
量
あ
ら
ざ
る
な
り
。

そ
れ
故
に
、
別
本
に
は
無
か
っ
た
主
張
の
再
治
の
『
心
不
可
得
』
の
最
後
は
、
結
局
、
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
あ
れ
ば
、
参
学
の
雲
水
、
か
な
ら
ず
勤
学
な
る
べ
し
、
容
易
に
せ
し
は
不
是
な
り
、
勤
学
な
り
し
は
仏
祖
な
り
。

お
ほ
よ
そ
心
不
可
得
と
は
、
画
餅
一
枚
を
買
弄
し
て
、
一
口
に
咬
著
嚼
尽
す
る
を
い
ふ
。（
岩
波
文
庫
本
㈠
一
九
八
頁
）。

次
に
別
本
『
大
悟
』
の
問
題
に
移
ろ
う
。
真
福
寺
宝
生
院
（
大
須
観
音
）
所
蔵
の
別
本
は
、
こ
の
書
の
発
見
に
も
関
わ
っ

て
、
私
も
早
く
か
ら
注
目
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
虫
食
い
の
痕
の
残
る
古
本
も
補
修
し
て
影
印
さ
れ
て
臨
川
書
店
の
『
道

元
集
』
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
（
担
当
伊
藤
秀
憲
）。
従
来
、二
十
八
巻
本
や
『
真
蹟
集
』
な
ど
に
草
案
本
の
紹
介
は
な
さ
れ

て
い
る
が
、
単
独
の
完
本
で
別
本
が
知
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
書
し
か
な
い
。
別
本
『
大
悟
』（
仁
治
三
年
）
か
ら
『
大
悟
』（
寛

元
二
年
）
へ
は
、
別
本
が
大
幅
に
削
ら
れ
て
再
治
の
『
大
悟
』
に
整
え
ら
れ
て
は
い
る
。
が
し
か
し
、
若
山
論
文
の
骨
格
は
、

池
田
魯
参
説
を
承
け
て
、
別
本
も
大
悟
現
成
・
不
悟
至
道
・
省
悟
弄
悟
・
失
悟
放
行
（
別
本
の
大
悟
・
不
悟
・
省
悟
・
失
悟
）

の
四
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
中
で
も
「
省
悟
（
弄
悟
）」
が
大
き
く
書
き
換
え
ら
れ
、「
雪
山
ノ
大
悟
」

に
集
約
さ
れ
た
理
由
を
、「
各
巻
の
撰
述
示
衆
年
次
と
い
う
観
点
か
ら
、
別
本
「
大
悟
」
巻
に
続
け
て
書
か
れ
た
「
坐
禅
箴
」

巻
、「
仏
向
上
事
」
巻
と
そ
の
草
案
本
で
あ
る
別
本
「
仏
向
上
事
」
巻
等
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
い
」（「『
正
法
眼
蔵
』
再
治
の

諸
相
」
三
五
一
頁
）
と
し
て
大
幅
削
減
の
理
由
を
結
論
す
る
の
は
、
新
説
で
あ
る
。

紹
介
す
べ
き
事
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
、
そ
の
全
て
に
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

そ
の
必
要
も
な
か
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
論
文
を
読
ん
で
も
ら
え
ば
済
む
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
三
部
作
の
研
究
を
更
な
る

別
本
に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
と
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
別
本
『
大
悟
』
の
よ
う
な
新
資
料
が
発
見
さ
れ
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れ
ば
別
で
あ
る
が
、
現
在
知
ら
れ
る
草
案
本
の
中
で
は
、
以
上
検
討
し
た
よ
う
な
、
顕
著
な
相
違
と
重
要
な
問
題
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
同
様
の
草
案
本
の
検
討
は
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
続
け
て
い
く
必
要
性
は
あ
ろ
う
が
、
と

り
あ
え
ず
、
私
の
課
題
と
し
て
き
た
漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ
の
問
題
の
大
枠
は
、
若
山
悠
光
氏
の
別
本
三
部
作
で
示
さ

れ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
か
つ
て
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
案
』
が
「
こ
れ
は
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
中
秋
の
こ
ろ
、

か
き
て
鎮
西
の
俗
弟
子
楊
光
秀
に
あ
た
ふ
」（
岩
波
文
庫
本
㈠
六
一
頁
）
と
あ
り
、『
永
平
広
録
』
巻
八
の
「
法
語
」
五
は
「
大

宰
府
野
公
大
夫
」
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
日
本
語
に
慣
れ
て
い
な
い
中
国
人
に
対
し
て
、
元
来
、『
現
成

公
案
』
は
漢
文
の
「
法
語
」
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
更
に
熊
谷
忠
興
氏
は
「
対
句
偈
頌
文
体
の
『
正
法
眼
蔵

現
成
公
案
』
⑴
～
⑶
―
図
表
化
試
案
―
」（『
傘
松
』
七
二
五
～
七
二
七
号
、
二
〇
〇
四
年
二
～
四
月
）
の
中
で
、
四
六
駢
儷
体

の
対
句
表
現
の
多
い
作
品
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
漢
文
の
『
現
成
公
案
』
の
証
拠
の
文
は
発
見
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
私

も
元
来
、
漢
文
「
法
語
」
で
あ
っ
た
と
い
う
説
に
は
賛
成
し
た
い
。
つ
ま
り
、
若
山
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
個
人
に
与
え

た
漢
文
の
「
法
語
」
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
示
衆
と
し
て
の
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
が
成
立
し
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
の
一
つ
の
例
が
確
認
さ
れ
た
意
義
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ

う
。

五
　
お
わ
り
に 

―
― 『
正
法
眼
蔵
』
編
集
と
関
連
し
て

一
般
の
言
い
方
で
従
来
の
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
等
の
呼
称
を
使
用
し
て
き
た
が
、
道
元
は
最
初
か
ら
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
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案
』、『
正
法
眼
蔵
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
』、『
正
法
眼
蔵
一
顆
明
珠
』、『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
等
と
命
名
し
た
の
で
は
な
い
。
も
と

も
と
真
蹟
の
『
嗣
書
』（
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
や
『
行
持
』（
熊
本
県
玉
名
市
広
福
寺
所
蔵
、
但
し
、
下
巻
の
み
）

と
同
様
に
『
現
成
公
案
』、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
』、『
一
顆
明
珠
』、『
仏
性
』
と
巻
名
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
『
正
法
眼
蔵
』

の
総
題
の
下
に
ま
と
め
た
の
は
、
何
時
な
の
か
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
実
情
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
の
が
、

懐
奘
筆
の
『
仏
性
』（
永
平
寺
所
蔵
）
の
奥
書
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

正
法
眼
蔵
仏
性 

第
三
（
仏
性
の
文
字
に
上
書
き
）

　

仁
治
二
年
辛
丑
十
月
十
四
日
、
記
于
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
。

　

同
四
年
癸
卯
正
月
十
九
日
、
書
写
之
。　

懐
奘

と
あ
り
、
別
紙
に
奥
書
が
続
い
て
い
る
。

　

爾
時
仁
治
二
年
辛
丑
十
月
十
四
日
、
在
雍
州
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
治
御
本
之
奥
書
也
。

　

正
嘉
二
年
戊
午
四
月
廿
五
日
、
以
再
治
御
本
交
合
了
。（『
真
蹟
集
』
六
九
〇
頁
）

正
確
に
は
尾
題
の
「
仏
性
」
は
見
せ
消
ち
で
は
な
く
、
仏
性
の
文
字
に
大
き
く
重
ね
て
「
正
法
眼
蔵
仏
性 

第
三
」
と
再
治

本
で
は
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
仏
性
』
の
全
体
の
奥
書
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）
正
月
一
九
日

の
懐
奘
の
書
写
の
時
点
で
は
、『
仏
性
』
と
草
案
本
で
書
か
れ
て
い
た
が
、『
正
法
眼
蔵
仏
性
第
三
』
と
再
治
本
で
は
改
め
ら

れ
、「
記
」
が
「
示
衆
」
に
な
っ
て
も
、
再
治
本
で
も
仁
治
二
年
一
〇
月
一
四
日
の
奥
書
は
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道

元
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
考
え
る
場
合
に
、
こ
の
こ
と
は
最
も
重
要
で
あ
る
が
、
研
究
者
を
混
乱
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
解
釈
に

困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
残
念
な
が
ら
道
元
の
再
治
の
年
月
日
は
こ
こ
で
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
道

元
の
再
治
の
年
月
日
が
こ
こ
で
も
し
判
れ
ば
、
後
世
の
研
究
者
を
悩
ま
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
再
治
本
で
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校
合
し
終
わ
っ
た
の
が
、
道
元
の
示
寂
後
の
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
四
月
二
五
日
と
い
う
こ
と
が
判
る
の
み
で
あ
る
。
た

だ
、『
仏
性
』
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
を
冠
せ
ら
れ
、
編
集
本
の
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
の
第
三
（
七
十
五
巻
本
も
六
十
巻
本
も

同
じ
）
の
列
次
番
号
を
付
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
重
大
な
問
題
へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
同
様
の
難
問
題
が
存
在
す
る
。
高
橋
秀
榮
氏
の
「
重
要
文
化
財
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
の
筆
者
に
つ
い
て
」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
四
四
号
、
二
〇
一
三
年
。『
道
元
集
』「
解
題
」〈『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
〉
も
参

照
）
の
論
文
で
、全
久
院
所
蔵
の
『
山
水
経
』
が
寺
伝
通
り
道
元
の
真
蹟
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
『
山
水
経
』
が

真
蹟
と
判
定
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
内
題
と
尾
題
及
び
奥
書
が
注
目
さ
れ
る
。
内
題
は
、

正
法
眼
蔵 

第
二
十
九

　

山
水
経

と
あ
り
、
尾
題
及
び
奥
書
は
、

正
法
眼
蔵
山
水
経 

第
二
十
九

　

爾
時
仁
治
元
年
庚
子
十
月
十
八
日
子
時
、
在
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
。

と
あ
る
。
た
だ
、
高
橋
秀
榮
氏
が
言
う
よ
う
に
、
尾
題
の
「
正
法
眼
蔵
山
水
経 

第
二
十
九
」
は
別
筆
の
一
部
に
当
た
る
が
、

内
題
が
存
在
す
る
の
で
、『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
が
冠
せ
ら
れ
、
七
十
五
巻
本
の
「
第
二
十
九
」
の
列
次
番
号
が
真
蹟
に
存
在

し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、永
平
寺
所
蔵
の
『
正
法
眼
蔵
仏
性
第
三
』
と
同
様
に
、仁
治
元
年
一
〇
月
一
八

日
は
、
示
衆
の
年
月
日
が
残
っ
た
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
道
元
が
書
写
し
た
年
月
日
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
道
元

の
書
写
の
年
月
日
は
、
残
念
な
が
ら
正
確
に
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
道
元
の
伝
記
と
し
て
最
も
古
く
且
つ
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
に
『
建
撕
記
』
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、「
寛
元
三

年
〈
乙
巳
〉
三
月
六
日
、
初
め
て
正
法
眼
蔵
を
示
す
」（
瑞ず

い

長ち
よ
う

本
）
と
あ
る
記
事
に
よ
り
、
こ
の
「
正
法
眼
蔵
」
の
意
味
を
、
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各
巻
名
に
『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
が
冠
せ
ら
れ
た
も
の
と
理
解
し
、
私
は
こ
の
説
を
従
来
、
そ
の
ま
ま
認
め
て
き
た
。
水
野

弥
穂
子
氏
の
「
正
法
眼
蔵
は
い
つ
示
さ
れ
た
か
―
そ
の
成
立
に
関
し
て
―
」（『
駒
大
短
大
国
文
』
第
三
号
、
一
九
七
二
年
）
に

「
寛
元
三
年
三
月
六
日
「
虚
空
」
巻
が
示
さ
れ
た
時
、初
め
て
「
正
法
眼
蔵
」
な
る
総
題
の
も
と
に
こ
の
大
著
が
発
表
さ
れ
た
」

と
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
初
め
て
臨
川
書
店
の
『
道
元
集
』
の
「
総
説
」
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、こ
の
説
は
成
立
し

な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
建
撕
記
』
が
成
立
し
た
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
頃
の
永
平
寺
は
、『
正
法
眼
蔵
』
と
い

え
ば
、
六
十
巻
本
を
指
す
の
で
あ
り
、
瑞
長
本
が
六
十
巻
本
に
基
づ
い
た
記
述
は
こ
れ
以
外
に
も
あ
り
、
こ
の
年
の
三
月
六

日
は
六
十
巻
本
の
第
五
十
六
の
『
虚
空
』
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
七
十
五
巻
本
の
第
七
十
の
編
集
と
は
関
係
な
く
、

「
初
め
て
」
と
は
、
大
仏
寺
建
立
の
た
め
に
寛
元
二
年
三
月
九
日
に
『
大
修
行
』
が
示
衆
さ
れ
て
約
一
年
ぶ
り
に
、
途
絶
え
て

い
た
『
正
法
眼
蔵
』
の
示
衆
が
『
虚
空
』
で
再
開
さ
れ
た
の
意
味
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
が

い
つ
冠
せ
ら
れ
、
そ
の
編
集
が
如い

か何
な
る
体
系
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
示
す
重
要
な
資
料
が
、
愛
知
県
全
久
院

の
所
蔵
の
懐
奘
筆
の
『
正
法
眼
蔵
十
方
』
な
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
一
見
、
内
題
が
「
正
法
眼
蔵
第
四
十
五 

十
方
」（『
道
元

集
』
二
七
八
頁
）
と
あ
り
、
尾
題
と
奥
書
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。

正
法
眼
蔵
十
方 

第
四
十
五

　

爾
時
寛
元
元
年
癸
卯
十
一
月
十
三
日
、
在
日
本
国
越
州
吉
峰
精
舎
示
衆
。

　

寛
元
三
年
乙
巳
窮
冬
廿
四
日
、
在
越
州
大
仏
寺
侍
司
書
写
。　

懐
奘
（『
道
元
集
』
三
〇
三
頁
）

と
こ
ろ
が
、
原
本
を
注
意
深
く
検
討
す
る
と
、
内
題
も
尾
題
も
「
四
十
五
」
の
「
四
」
字
が
共
に
書
き
改
め
ら
れ
た
形
跡
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
箇
所
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
き
改
め
に
つ
い
て
、伊
藤
秀
憲
氏
は
『
道
元

禅
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
八
年
）
二
七
七
頁
に
お
い
て
、「
四
」
は
「
五
」
の
字
を
書
き
改
め
た
と
論
証
し
て
い
る
。
こ

の
研
究
成
果
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。「
四
十
五
」
の
列
次
番
号
は
六
十
巻
本
で
は
あ
る
が
、
明
ら
か
に
「
四
」
は
書
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き
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
を
伊
藤
秀
憲
氏
は
「
書
き
改
め
る
前
の
列
次
番
号
と
し
て
考
え
ら
れ
得
る
も
の
は
、七
十
五

巻
本
の
「
五
十
五
」
の
ほ
か
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
「
懐
奘
で
は
な
く
、誰
か
に
よ
っ
て
六
十

巻
本
の
列
次
番
号
に
書
き
改
め
ら
れ
た
」
と
い
い
、
こ
の
こ
と
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
結
果
を
、
伊
藤
秀

憲
氏
は
「
懐
奘
が
書
写
し
た
寛
元
三
年
十
二
月
二
十
四
日
以
前
に
、
七
十
五
巻
の
少
な
く
と
も
第
五
十
五
ま
で
は
列
次
が
決

定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
七
十
五
巻
本
か
ら
六
十
巻
本
へ
の
編
集
の
順
序
を
示
し
、

寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
と
は
、
も
ち
ろ
ん
道
元
の
生
前
で
あ
り
、
道
元
が
総
題
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
冠
し
て
い
て
、
七
十
五

巻
本
の
親
集
説
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
私
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
論
で
伊
藤
説
が
最
も
信
頼
で
き
る
研
究
成
果
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

問
題
は
伊
藤
説
の
『
正
法
眼
蔵
十
方
』
の
寛
元
元
年
一
一
月
一
三
日
の
示
衆
か
ら
懐
奘
の
寛
元
三
年
一
二
月
二
四
日
の
書

写
ま
で
の
間
の
更
な
る
編
集
の
時
期
の
絞
り
込
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
道
元
の
真
蹟
と
さ
れ
る
永
平
寺
所
蔵
の
『（
祖
師
）
西
来

意
』
の
断
簡
の
末
尾
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

正
法
眼
蔵
西
来
意 

第
六
十
二

　

爾
時
寛
元
二
年
甲
辰
二
月
四
日
、
在
越
宇
深
山
裏
示
衆
。 

（『
真
蹟
集
』
一
五
九
頁
）

寛
元
二
年
二
月
四
日
の
年
次
に
、『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
と
七
十
五
巻
本
の
「
第
六
十
二
」
が
、
道
元
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
な
に
よ
り
も
、
六
十
巻
本
の
「
第
五
十
二
」
で
な
い
と
こ
ろ
が
重
要
で
あ
る
。
第
六
十
二
と
言

え
ば
、
七
十
五
巻
本
で
あ
り
、
七
十
五
巻
の
分
量
の
ほ
ぼ
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
道
元
の
真
蹟
の
場
合
、
道
元
の

示
衆
と
書
写
が
同
時
か
、
示
衆
に
極
め
て
近
い
書
写
を
認
め
て
よ
い
。
越
宇
深
山
裏
と
は
、
吉
峰
寺
の
こ
と
で
、
道
元
は
寛

元
元
年
七
月
に
入
越
後
に
、
し
ば
ら
く
時
を
お
い
て
吉
峰
寺
に
入
り
、
そ
の
年
の
一
一
月
半
ば
か
ら
翌
年
の
正
月
に
か
け
て

一
時
的
に
禅や

ま
し
ぶ

師
峰
に
移
っ
て
い
る
。
そ
の
間
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
示
衆
は
、『
見
仏
』『
遍
参
』『
眼
睛
』『
家
常
』『
龍
吟
』
の
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五
巻
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
寛
元
二
年
の
正
月
一
〇
日
以
前
に
は
再
び
吉
峰
寺
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
時
期
を
検
討
す
る
の
に
必
要
な
最
小
限
の
関
係
の
略
伝
を
み
て
み
よ
う
。（
◎
は
推

定
で
、
そ
の
頃
を
意
味
す
る
）

仁
治
二
（
一
二
四
一
）
年
正
月
三
日
『
仏
祖
』。
夏
安
居
『
法
華
転
法
華
』・
別
本
『
心
不
可
得
』（
草
案
本
）。
◎
別
本

『
仏
向
上
事
』。
一
〇
月
中
旬
『
行
仏
威
儀
』。
一
一
月
一
四
日
『
仏
教
』。
一
一
月
一
六
日
『
神
通
』。

仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
正
月
二
八
日 

別
本
『
大
悟
』（
草
案
本
）。
三
月
一
八
日
『
坐
禅
箴
』。
三
月
二
三
日
『
仏
向
上

事
』。
四
月
五
日
『
行
持
』（
下
）（
自
筆
本
）。
四
月
二
六
日
『
観
音
』。
六
月
二
日
『
光
明
』。
九
月
九
日
『
身
心
学
道
』。

◎
『
行
持
』（
上
下
）。
一
〇
月
五
日
『
道
得
』。
一
一
月
五
日
『
画
餅
』。
一
一
月
七
日
『
仏
教
』
再
示
。

仁
治
四
（
一
二
四
三
）
年
正
月
一
八
日
、
懐
奘
『
行
持
』（
上
下
）
書
写
。
正
月
一
九
日
、
懐
奘
『
仏
性
』（
草
案
本
）
書

写
。
寛
元
元
（
一
二
四
三
）
年
四
月
二
九
日
『
古
仏
心
』。
◎
『
心
不
可
得
』。
入
越
し
、
吉
峰
寺
に
到
着
。
閏
七
月
一

日
『
三
界
唯
心
』。
◎
『
説
心
説
性
』。
九
月
二
四
日
『
嗣
書
』（
清
書
本
）。
一
一
月
『
坐
禅
儀
』。
一
一
月
一
三
日
『
十

方
』。
◎
禅や

ま
し
ぶ

師
峰
下
の
茅
庵
に
移
る
。（『
見
仏
』・『
遍
参
』・『
眼
睛
』・『
家
常
』・『
龍
吟
』）。

寛
元
二
（
一
二
四
四
）
年
正
月 

◎
吉
峰
寺
に
戻
る
。
正
月
一
一
日
、懐
奘
『
説
心
説
性
』
書
写
。
正
月
二
七
日
『
大
悟
』

再
示
。
二
月
四
日
『
正
法
眼
蔵
第
六
十
二
（
祖
師
）
西
来
意
』（
自
筆
本
）。

道
元
は
、「（
寛
元
二
年
の
）
七
月
十
八
日
、
和
尚
を
請
し
奉
り
て
、（
大
仏
寺
）
開
堂
説
法
せ
ら
る
」（「
瑞
長
本
」）
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
、
確
実
に
大
仏
寺
（
後
の
永
平
寺
）
に
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
仏
寺
の
叢
林
が
ほ
ぼ
整
う
の
は
、「
九

月
一
日
、
法
堂
功
成
り
て
開
堂
す
」（「
瑞
長
本
」）
の
頃
で
あ
ろ
う
。

敢
え
て
更
に
期
間
を
絞
っ
て
総
題
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
を
推
測
す
れ
ば
、
貴
重
な
草
案
本
の
存
在
す
る
真
福
寺
本
の

別
本
『
大
悟
』
と
再
び
吉
峰
寺
に
戻
っ
た
後
の
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
の
再
治
の
関
係
が
参
考
に
な
ろ
う
。
改
め
て
七
十
五
巻
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本
の
乾
坤
院
本
の
内
題
の
『
正
法
眼
蔵
第
十 

大
悟
』（
桜
井
秀
雄
監
修
・
小
坂
機
融
・
河
村
孝
道
編
集
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大

成
』
一
巻
一
四
〇
頁
。
全
二
七
巻
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四
～
一
九
八
二
年
。『
眼
蔵
蒐
成
』
と
略
称
）
の
尾
題
と
奥
書
を
み
て

み
よ
う
。

正
法
眼
蔵 

第
十

　

爾
時
仁
治
三
年
壬
寅
春
正
月
廿
八
日
、
住
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
。

　

而
今
寛
元
二
年
甲
辰
春
正
月
二
十
七
日
、錫
駐
越
宇
吉
峰
古
寺
而
書
示
於
人
天
大
衆
。（『
眼
蔵
蒐
成
』
一
巻
四
三
頁
）

二
つ
の
示
衆
は
、
別
本
『
大
悟
』（
草
案
本
）
と
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』（
再
治
本
）
の
年
月
日
で
あ
る
。
更
に
懐
奘
の
書
写
に

触
れ
る
の
は
、
同
じ
列
次
番
号
を
も
つ
六
十
巻
本
系
統
に
の
み
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
洞
雲
寺
本
『
正
法
眼
蔵
第
十 

大
悟
』

に
は
、
奥
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

爾
時
仁
治
三
年
壬
寅
春
正
月
二
十
八
日
、
住
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
。

而
今
寛
元
二
年
甲
辰
春
正
月
二
十
七
日
、
錫
駐
越
宇
吉
峰
古
寺
而
書
示
於
人
天
大
衆
。

同
二
年
甲
辰
春
三
月
二
十
日
、
侍
越
宇
吉
峰
精
舎
堂
奥
次
、
書
写
之
。
懐
奘
（『
眼
蔵
蒐
成
』
六
巻
九
五
頁
）

同
じ
列
次
番
号
を
も
つ
六
十
巻
本
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
は
こ
の
よ
う
に
七
十
五
巻
本
と
同
じ
草
案
本
と
再
治
本
の
示
衆
の

年
月
日
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
書
写
の
奥
書
は
十
分
に
参
考
に
な
ろ
う
。
別
本
『
大
悟
』
と
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
の
関
係
は
、

大
幅
な
削
除
と
加
筆
が
あ
っ
て
分
量
的
に
は
全
面
的
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
全
面
的
に
再
治
さ
れ
た

『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、七
十
五
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
の
「
第
十
」
の
編
集
は
不
可
能
で
あ
り
、こ
の

『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
の
再
治
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
唯
一
み
え
る
「
人
天
の
大
衆
に
書
示
」
さ
れ
た
と
い
う
文
字
も
注
目
し
て
い

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寛
元
二
年
三
月
二
〇
日
の
懐
奘
の
書
写
ま
で
に
は
確
実
に
列
次
番
号
は
決
定
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
残
さ
れ
た
清
書
等
を
考
え
て
、
こ
の
頃
に
吉
峰
寺
で
編
集
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
の
で
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は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
紹
介
し
た
寛
元
二
年
二
月
四
日
の
七
十
五
巻
本
の
第
六
十
二
の
『
正
法
眼
蔵
西
来
意
』
の
示
衆
に
つ

づ
く
そ
の
書
写
ま
で
に
は
ほ
ぼ
編
集
が
固
ま
る
こ
と
に
な
る
。
杉
尾
玄
有
氏
の
『
道
元
禅
の
参
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
）

に
よ
る
と
、
寛
元
元
年
閏
七
月
一
日
に
吉
峰
寺
で
示
衆
さ
れ
た
第
四
十
一
に
相
当
す
る
入
越
後
の
最
初
の
『
三
界
唯
心
』
以

降
は
、
七
十
五
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
列
次
は
ほ
ぼ
示
衆
の
順
序
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
説
は
認
め
て
よ
い

と
思
う
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
興
聖
寺
時
代
の
配
列
、
特
に
最
初
の
い
く
つ
か
と
再
治
が
行
わ
れ
れ
ば
七
十
五
巻
本
の
列
次
番

号
は
自
ず
と
決
ま
っ
て
い
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
七
十
五
巻
本
の
最
後
は
『
出
家
』
で
あ
り
、「
爾
時
寛
元

四
年
丙
午
九
月
十
五
日
、
在
越
宇
永
平
寺
示
衆
」
ま
で
完
成
す
る
こ
と
は
な
い
。

こ
う
し
て
七
十
五
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
は
、
寛
元
二
年
の
正
月
に
吉
峰
寺
に
戻
っ
た
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
年
の
正
月
二
七
日
の
『
正
法
眼
蔵
第
十 

大
悟
』
が
そ
の
証
拠
と
推
測
し
た
の
が
私
の
説
で
あ

る
が
、
真
蹟
の
存
在
す
る
二
月
四
日
示
衆
の
『
正
法
眼
蔵
第
六
十
二 

西
来
意
』
の
時
に
は
総
題
の
『
正
法
眼
蔵
』
が
成
立
し

た
こ
と
は
確
実
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
列
次
番
号
を
付
す
こ
と
だ
け
な
ら
ば
多
く
の
時
間
は
必
要
な
く
、
杉
尾
玄
有
氏
の

『
道
元
禅
の
参
究
』
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
興
聖
寺
時
代
の
四
十
巻
に
関
し
て
は
、
熟
慮
の
末
の
列
次
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ

か
ろ
う
。
た
だ
し
、
杉
尾
説
は
七
十
五
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
四
十
巻
の
大
系
づ
け
を
道
元
は
入
越
前
に
突
如
と
し
て
急

速
に
遂
行
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
私
が
今
ま
で
推
測
し
て
き
た
そ
れ
を
再
住
の
吉
峰
寺
時
代
と
す
る
説
か
ら
は
認
め

ら
れ
な
い
が
、
四
十
巻
の
大
系
が
配
慮
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
推
測
さ
れ
た
杉
尾
説
は
参
考
に
値
し
よ
う
。

こ
こ
で
常
に
『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
で
問
題
と
な
る
六
十
巻
本
の
第
一
の
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
案
』
に
な
く
（『
眼
蔵
蒐
成
』

六
巻
一
〇
頁
）、
七
十
五
巻
本
の
第
一
の
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
案
』
に
あ
る
「
建
長
壬
子
拾
勒
」（『
眼
蔵
蒐
成
』
一
巻
一
〇
六

頁
）
と
は
、
何
を
意
味
す
る
か
の
私
の
説
を
述
べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
私
は
道
元
の
百
巻
構
想
を
知
っ
た
上
で
、
十
二
巻
本

『
正
法
眼
蔵
』
の
最
後
に
あ
る
『
正
法
眼
蔵
八
大
人
覚
』
の
奥
書
と
関
連
し
て
、
新
草
十
二
巻
本
に
対
し
て
旧
草
の
七
十
五
巻
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本
の
最
初
に
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
案
』
と
し
て
取
り
纏
め
た
と
懐
奘
が
記
し
た
も
の
と
理
解
し
た
い
。
そ
れ
故
に
、
旧
草
の

七
十
五
巻
本
は
道
元
が
認
め
た
親
集
の
『
正
法
眼
蔵
』
で
あ
り
、
道
元
の
意
を
体
し
た
懐
奘
の
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

道
元
の
示
寂
が
現
実
と
な
っ
た
時
の
懐
奘
の
説
の
『
正
法
眼
蔵
八
大
人
覚
』
の
奥
書
の
文
を
、
今
回
の
結
論
を
踏
ま
え
て
次

の
よ
う
に
解
釈
す
る
理
由
で
あ
る
。

本
と
云
う
、
建
長
五
年
正
月
六
日
、
永
平
寺
に
書
す
。

如い

ま今
建
長
七
年
乙
卯
解
制
の
前
日
、
義
演
書
記
を
し
て
書
写
せ
し
め
畢
ん
ぬ
。
同
じ
く
之
れ
を
一
校
せ
り
。

右
の
本
は
、
先
師
最
後
の
御
病
中
の
御
草
な
り
。
仰
せ
に
は
以
前
所
撰
の
仮
名
正
法
眼
蔵
等
、
皆
な
書
き
改
め
、
幷
び

に
新
草
具
に
都
盧
壱
佰
巻
、
之
れ
を
撰
ず
べ
し
と
云
々
。

既
に
始
草
の
御
此
の
巻
は
、
第
十
二
に
当
れ
り
。
此
の
後
、
御
病
漸
々
に
重
増
し
た
ま
ふ
。
仍
つ
て
御
草
案
等
の
事
も

即
ち
止
み
ぬ
。
所
以
に
此
の
御
草
等
は
、
先
師
最
後
の
教
勅
な
り
。
我
等
不
幸
に
し
て
一
百
巻
の
御
草
を
拝
見
せ
ず
、

尤
も
恨
む
る
所
な
り
。
若
し
先
師
を
恋
慕
し
奉
ら
ん
人
は
、
必
ず
此
の
十
二
巻
を
書
し
て
之
れ
を
護
持
す
べ
し
。
此
れ

釈
尊
最
後
の
教
勅
に
し
て
、
且
つ
先
師
最
後
の
遺
教
也
。 

懐
弉　

記
之

　
　
（
原
漢
文
、『
眼
蔵
蒐
成
』
一
巻
九
四
九
頁
、
岩
波
文
庫
本
㈣
四
一
五
～
四
一
六
頁
参
照
）

（
私
釈
）

原
本
の
先
師
道
元
の
『
八
大
人
覚
』
の
奥
書
に
言
う
、「
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
正
月
六
日
に
永
平
寺
に
て
書
く
」
と
。

今
、
建
長
七
年
乙
卯
の
と
し
の
夏
安
居
の
終
る
前
日
に
、
義
演
書
記
に
原
本
の
清
書
を
さ
せ
て
書
写
が
終
っ
た
。
懐
奘

（
私
）
は
、
同
じ
日
に
先
師
道
元
の
原
本
と
義
演
の
書
写
本
と
を
校
合
し
た
。

右
の
『
八
大
人
覚
』
は
、
先
師
道
元
の
最
後
の
御
病
気
中
の
草
稿
で
あ
る
。
先
師
が
生
前
に
言
わ
れ
た
所
は
次
の
よ
う

に
な
る
。「
前
に
書
い
た
仮
字
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
巻
々
は
（
先
師
の
吉
峰
寺
時
代
の
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
に
編
集
を
始
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め
ら
れ
、
寛
元
四
年
に
七
十
五
巻
の
撰
述
を
一
応
終
え
ら
れ
た
。
先
師
の
意
を
体
し
て
旧
草
を
七
十
五
巻
と
し
て
、
病
中
の
先

師
の
生
前
の
壬
子
（
一
二
五
二
）
に
確
認
で
き
た
）、（
七
十
五
巻
の
編
集
は
暫
定
的
で
あ
る
か
ら
）
全
て
に
お
い
て
書
き
改
め

る
つ
も
り
で
あ
り
（
書
き
改
め
る
つ
も
り
と
は
、
あ
る
巻
は
大
幅
に
書
き
改
め
、
あ
る
巻
は
全
面
的
に
書
き
改
め
、
あ
る
巻

は
部
分
的
に
書
き
改
め
、
あ
る
巻
は
ほ
と
ん
ど
書
き
改
め
な
く
て
も
よ
い
も
の
な
ど
が
あ
る
）、
そ
れ
ら
旧
草
の
も
の
（
懐
奘

が
七
十
五
巻
と
し
た
も
の
）
と
新
草
の
も
の
（
鎌
倉
行
き
が
転
機
と
な
っ
て
、
新
た
な
る
意
図
を
も
っ
て
書
き
始
め
た
『
正
法

眼
蔵
』
を
編
集
し
よ
う
と
さ
れ
た
が
、
十
二
巻
し
か
残
ら
な
か
っ
た
）
と
を
、
全
部
合
わ
せ
て
百
巻
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
書

く
つ
も
り
で
あ
る
。
な
ど
、
と
」。

既
に
新
た
な
編
集
に
加
え
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
草
稿
の
こ
の
『
八
大
人
覚
』
の
巻
は
、
第
十
二
巻
目
に
相
当
す
る
。

こ
の
『
八
大
人
覚
』
を
書
い
た
後
は
、
先
師
の
病
気
が
だ
ん
だ
ん
と
重
く
な
っ
た
の
で
、
新
た
な
巻
を
書
き
進
め
た
り
、

旧
草
を
書
き
改
め
て
新
た
な
編
集
に
加
え
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
『
八
大
人

覚
』
な
ど
は
、先
師
の
最
後
の
教
え
と
な
っ
た
。
私
達
は
不
幸
に
し
て
百
巻
の
草
稿
は
拝
見
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

私
達
に
と
っ
て
最
も
残
念
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
し
も
先
師
道
元
を
恋
慕
す
る
人
は
、
必
ず
こ
の
第
十
二
の
巻
の

『
八
大
人
覚
』
を
書
写
し
て
、
こ
れ
を
護
持
し
な
さ
い
。（
な
ぜ
な
ら
ば
）
こ
の
『
八
大
人
覚
』
の
教
え
は
、
釈
尊
最
後
の

教
え
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
そ
の
釈
尊
の
教
え
に
つ
い
て
説
か
れ
た
先
師
の
最
後
に
残
さ
れ
た
教
え
の
巻
で
あ
る
か

ら
だ
。

懐
奘
が
以
上
の
こ
と
を
（『
八
大
人
覚
』
の
奥
書
と
し
て
）
記
す
。

先
の
「
建
長
壬
子
拾
勒
」
や
こ
の
『
八
大
人
覚
』
の
「
奥
書
」
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
を
考
察
す
る
に
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
未
だ
定
説
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
私
が
提
案
し
た
新
説
も
今
後
に
更
に
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
百
巻
構
想
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
ま
た
し
て
も
難
問
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
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た
。
が
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
の
推
測
を
排
除
し
な
い
と
し
て
も
、
現
時
点
に
お
い
て
、
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
研
究

に
と
っ
て
そ
の
こ
と
を
追
究
す
る
こ
と
に
果
た
し
て
意
味
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
こ
う
。




